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特 

集
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

９
月
30
日
、
市
内
全
小
・
中
学
校
の

　
　
　
　
　
　

耐
震
化
工
事
が
完
了
し
ま
し
た

　

岩
出
市
で
は
、
東
南
海
・
南
海
地
震
等
大
規

模
地
震
が
今
世
紀
前
半
に
も
発
生
す
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
の
最
優
先
課
題
と
し
て
、
小
・
中
学
校
の

校
舎
や
体
育
館
の
耐
震
補
強
工
事
な
ど
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

学
校
施
設
は
、
児
童
・
生
徒
が
一
日
の
大
半

を
過
ご
す
学
習
・
生
活
の
場
で
あ
る
と
同
時

に
、
災
害
発
生
時
に
は
地
域
住
民
の
避
難
場

所
と
な
る
大
切
な
施
設
で
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
13
年
度
か
ら
、
昭
和
56
年

以
前
の
耐
震
基
準
（
昭
和
56
年
６
月
建
築
基
準

法
・
施
行
令
改
正
）
の
設
計
に
よ
り
建
築
さ
れ

た
建
物
の
う
ち
、
２
階
建
以
上
ま
た
は
建
築

延
べ
面
積
２
０
０
㎡
を
超
え
る
施
設
25
棟
の

耐
震
診
断
等
の
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
21
棟
（
校
舎
18
棟
、
体
育
館

３
棟
）
に
お
い
て
耐
震
性
が
確
保
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
児
童
・
生
徒
が
学
習
す
る

普
通
教
室
棟
や
災
害
時
に
地
域
の
避
難
場
所

と
し
て
、
特
に
重
要
な
役
割
を
担
う
体
育
館

の
耐
震
化
に
優
先
し
て
着
手
し
、
事
業
実
施

計
画
の
前
倒
し
に
よ
り
順
次
施
工
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
耐
震
化
工
事
と
同
時
に
施
設
が
老

朽
化
し
て
い
た
岩
出
小
学
校
北
校
舎
（
Ｓ
46
年

建
築
）・
南
校
舎
（
Ｓ
31
年
建
築
）、
根
来
小
学

校
北
校
舎
（
Ｓ
45
年
建
築
）、
上
岩
出
小
学
校

南
校
舎（
Ｓ
41
年
建
築
）・
中
校
舎（
Ｓ
44
年
建

築
）・
体
育
館（
Ｓ
52
年
建
築
）及
び
岩
出
中
学

校
体
育
館
（
Ｓ
44
年
建
築
）
の
大
規
模
改
造
工

事
を
施
工
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
耐
震
性
は
確
保
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
が
、
老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
山
崎
小
学

校
北
校
舎
（
Ｓ
36
年
建
築
）、
上
岩
出
小
学
校

西
校
舎
（
Ｓ
32
年
建
築
）
の
大
規
模
改
造
工
事

も
実
施
し
万
全
を
期
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
児
童
・
生
徒
が
明
る
く
楽
し
い
学
校

生
活
が
過
ご
せ
る
よ
う
、「
安
全
・
安
心
」な
教

育
施
設
等
の
整
備
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

岩出小学校 岩出中学校

根来小学校 上岩出小学校山崎小学校

総事業費
19億4,844万3千円
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学　校　名

建 築 物 の 概 要 補 強 状 況 等

備　　考
№ 棟番号 棟　　名 建築年月 構造 階数 保有面積

（㎡） 補強年月 補強後
Is値

補強後
CT･SD値

岩出小学校

1 2-1 普通教室棟 S.46.03 RC 2 922 H.18.11 0.80 0.74 北校舎

2 3 普通教室棟 S.31.02 RC 2 773 H.19.08 0.70 0.74 南校舎

3 16 管理・普通教室棟 S.54.02 RC 3 2,231 H.20.09 0.86 0.89 管理棟

山崎小学校

1 1-1 普通教室棟 S.36.03 RC 2 981 耐震補強不要 北校舎

2 1-2 管理・普通教室棟 S.53.03 RC 3 1,094 H.20.09 0.76 0.82 管理棟

3 11 普通教室棟 S.51.08 RC 3 1,267 H.20.09 0.77 0.86 南校舎

根来小学校

1 6 普通教室棟 S.45.03 RC 2 556 H.19.08 0.78 0.82 北校舎

2 13 普通教室棟 S.53.03 RC 3 679 H.20.09 0.86 0.87 南校舎東棟

3 14 体育館 S.54.08 RC 2 941 H.18.09 0.86 0.41 体育館

4 15-1 管理・特別教室棟 S.55.02 RC 3 1,605 H.20.09 0.75 0.77 管理棟

5 15-2 普通教室棟 S.55.02 RC 3 1,200 H.20.09 0.70 0.72 南校舎西棟

上岩出小学校

1 1-1 特別・普通教室棟 S.32.03 RC 2 358 耐震補強不要 西校舎

2 1-2 普通教室棟 S.44.02 RC 2 716 H.16.11 0.83 0.55 中校舎

3 4 普通教室棟 S.41.01 RC 2 418 H.15.10 0.77 0.77 南校舎

4 12 特別教室棟 S.49.03 RC 3 549 H.20.08 0.75 0.44 北校舎西棟

5 13 普通教室棟 S.51.02 RC 3 550 H.20.08 0.90 0.38 北校舎東棟

6 15 体育館 S.52.03 RC 2 1,041 H.17.11 0.75 0.96 体育館

7 19 管理・特別教室棟 S.56.03 RC 3 1,421 H.19.08 0.82 0.84 管理棟

8 20 普通教室棟 S.56.03 RC 3 1,280 H.15.10 0.71 0.71 東校舎

岩出中学校

1 16 体育館 S.44.03 RC 2 1,118 H.15.10 1.85 1.94 体育館

2 23 体育倉庫 S.51.10 S 2 111 耐震補強不要 体育倉庫

3 28 管理・普通教室棟 S.54.03 RC 4 3,745 H.19.11 0.76 0.82 管理棟

4 29-1 普通・特別教室棟 S.54.12 RC 4 2,256 H.21.09 0.77 0.82 北校舎西棟

5 29-2 廊下棟 S.54.12 RC 4 99 耐震補強不要 廊下棟

6 31 普通・特別教室棟 S.57.03 RC 4 1,535 H.21.09 0.77 0.83 北校舎東棟

《用語の解説》
１「構造」欄に「RC」とあるのは鉄筋コンクリート造を、「S」とあるのは鉄骨造をいいます。
２（１）「Is値」（構造耐震指標）は、建築物の耐震性能（地震に対する安全性）を数値化したもので、その値が大きいほど耐震性能が

高いことを表しています。
国土交通省告示によれば、耐震診断等により算定した「Is値：0.6以上」の場合は、耐震性がある建物ということになります。
なお、文部科学省が小中学校施設の耐震化事業で、より安全性を考慮して「Is値：0.7以上」の場合耐震上問題なしとされて
いることから、岩出市は耐震診断で「IS値：0.7以上」をもって「耐震補強不要」としています。

　 （２）「CT・SD値」（保有水平耐力に係る指標）は、地震による水平方向の力に対して建物が対応する強さを表すもので、その値が
大きいほど良く、「CT・SD値：0.3以上」を基準値とされています。

３（１）耐震診断結果で、「Is値」及び「CT・SD値」が上記の数値を上回り、安全性が認められた建物について「補強状況等」欄に「耐
震補強不要」と表示しています。

　 （２）補強工事後に「補強状況等」欄に「補強年度」、「補強後のIs値」及び「補強後のCT・SD値」をそれぞれの欄に掲げています。

岩出市立小･中学校　耐震補強状況一覧
【昭和56年以前の旧建築基準法の設計により建設された建物のうち、２階建以上または200㎡を超えるもの】

（平成21年10月1日現在）
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　平成20年度 一般会計および特別会計決算額

～ 用 語 説 明 ～
●普通会計：地方公共団体における地方公営事業会計以外の会計のことです。岩出市では一般会計、地域改善対策住宅整備資金貸付事業特別会計、墓園事業特
別会計のことをいいます。

●標準財政規模：地方公共団体の標準的な状態で通常収入されるであろう経常的一般財源の規模を示すものです。
●臨時財政対策債：地方一般財源の不足に対処するため、投資的経費以外の経費にも当てられる地方財政法第５条の特例として発行される地方債のことです。
●早期健全化基準：この基準以上の場合には、議会の議決を経て、財政の状況が悪化した要因の分析を踏まえ、必要最小限度の期間内に、実質赤字を解消する
こと、他の３つの健全化判断比率を早期健全化基準未満とすることを目標として財政健全化計画を定めなければならないとされています。

●経営健全化基準：この基準以上の場合には、当該公営企業の経営状況が悪化した要因の分析を踏まえ、必要最小限度の期間内に、資金不足比率を経営健全化
基準未満とすることを目標として経営健全化計画を定めなければならないとされています。

　平成20年度一般会計については、歳入15,746,202千円（対前年度0.7％増）、歳出15,435,145
千円（対前年度0.3％増）となりました。各特別会計決算額については、以下のとおりです。
＊平成20年度決算の詳細内容については、決算特別委員会審議後広報にて公表致します。

平成20年度決算に係る健全化判断比率について（暫定値）
地方公共団体の財政健全化に関する法律が平成20年4月から一部施行され、財政指標の公表が義務付けされました。

（１）実質赤字比率：非該当（早期健全化基準：13.67％）
　　普通会計を対象とした実質赤字額の標準財政規模に対する比率。赤字額は発生しないため、非該当です。
（２）連結実質赤字比率：非該当（早期健全化基準：18.67％）
　　全会計を対象とした実質赤字額の標準財政規模に対する比率。全会計を通じて赤字額は発生しないため、非該当です。
（３）実質公債費比率：12.8％（早期健全化基準：25.0％）
　普通会計、特別会計、公営企業会計、一部事務組合会計を含め、普通会計が負担すべき公債費を標準財政規模を基本
として示した３ヵ年平均の比率。臨時財政対策債の償還額の減により、昨年度より改善されております。

（４）将来負担比率：43.0％（早期健全化基準：350.0％）
　将来にわたる負債額を標準財政規模を基本として示した比率。特別会計と一部事務組合会計の地方債残高、退職手当
見込等の負債などが含まれます。早期健全化基準に比べて低い水準にある要因としては、地方債残高が少ないことと公
社等の負債が少ないことが挙げられます。

（５）資金不足比率：非該当（経営健全化基準：20.0％）
　　水道事業会計と下水道事業特別会計の公営事業会計において資金不足が生じないため、非該当です。

＊今回報告の数値は暫定値であり、数値変更する場合もありますので、予めご了承ください。

　平成20年度 公営企業会計決算額

歳　　入 歳　　出 差　　引
一 般 会 計 15,746,202 15,435,145 311,057
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 4,652,635 4,646,249 6,386
老 人 保 健 特 別 会 計 316,192 312,500 3,692
介 護 保 険 特 別 会 計 2,225,214 2,205,861 19,353
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 493,717 492,566 1,151
地域改善対策住宅整備資金等貸付事業特別会計 2,195 2,195 0
下 水 道 事 業 特 別 会 計 842,302 816,206 26,096
墓 園 事 業 特 別 会 計 59,575 59,575 0
※特別会計とは、特定の歳入歳出を一般の歳入歳出と区分して別個に処理するための会計のことです。

（単位：千円）

収　　入 支　　出 差　　引

水道事業会計 収益的収支 860,089 790,536 69,553
資本的収支 146,644 155,739 -9,095

※公営企業会計とは、地方公営企業法の適用を受ける企業会計のことです。岩出市では水道事業会計のことをいいます。

平成20年度 岩出市決算状況

（単位：千円）
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　平成21年度 補正予算の状況
　平成21年度一般会計当初予算額は、135億5350万円でした。上半期において4億6706万2千円を追加し、歳入歳出それ
ぞれ140億2056万2千円になりました。
　補正の主な内容は、人事異動による人件費、国庫補助金「地域活性化・経済危機対策臨時交付金」の活用による新型インフ
ルエンザ対策備品用品購入事業、プレミアム付き商品券発行事業、市道補修工事など、その他国庫補助金の活用による子育
て応援特別手当給付事業、市道湯窪中島線新設改良事業の前倒し、中学校太陽光発電整備事業などの事業費等です。
　平成21年度特別会計については、国民健康保険特別会計、老人保健特別会計、介護保険特別会計、後期高齢者医療特別会計、
下水道事業特別会計において補正予算を組んでいます。なお、各会計に係る補正の状況は、次のとおりです。

（歳入）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円、％）
款 本年度予算額 補正額 計 構成比

1 市 税 5,243,431 0 5,243,431 37.4
2 地 方 譲 与 税 131,000 0 131,000 0.9
3 利 子 割 交 付 金 72,000 0 72,000 0.5
4 配 当 割 交 付 金 42,200 0 42,200 0.3
5 株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金 4,200 0 4,200 0.0
6 地 方 消 費 税 交 付 金 322,000 0 322,000 2.3
7 ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 10,500 0 10,500 0.1
8 自 動 車 取 得 税 交 付 金 34,000 0 34,000 0.3
9 地 方 特 例 交 付 金 105,000 0 105,000 0.8
10 地 方 交 付 税 2,500,000 0 2,500,000 17.8
11 交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 6,000 0 6,000 0.1
12 分 担 金 及 び 負 担 金 971,850 0 971,850 6.9
13 使 用 料 及 び 手 数 料 103,176 0 103,176 0.7
14 国 庫 支 出 金 1,607,800 330,021 1,937,821 13.8
15 県 支 出 金 1,015,074 13,841 1,028,915 7.3
16 財 産 収 入 6,225 0 6,225 0.1
17 寄 付 金 1 0 1 0.0
18 繰 入 金 512,450 97,496 609,946 4.4
19 繰 越 金 1 0 1 0.0
20 諸 収 入 160,392 25,704 186,096 1.3
21 市 債 706,200 0 706,200 5.0

歳 入 合 計 13,553,500 467,062 14,020,562 100.0

（歳出）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円、％）
款 本年度予算額 補正額 計 構成比

1 議 会 費 142,986 378 143,364 1.0
2 総 務 費 1,466,861 -35,345 1,431,516 10.2
3 民 生 費 4,342,184 67,746 4,409,930 31.5
4 衛 生 費 1,903,715 43,168 1,946,883 13.9
5 農 林 業 費 411,040 1,125 412,165 2.9
6 商 工 費 61,766 2,008 63,774 0.5
7 土 木 費 1,966,990 190,913 2,157,903 15.4
8 消 防 費 618,216 19,473 637,689 4.5
9 教 育 費 1,402,619 92,753 1,495,372 10.7
10 災 害 復 旧 費 4 0 4 0.0
11 公 債 費 1,184,219 0 1,184,219 8.4
12 諸 支 出 金 2,900 84,843 87,743 0.6
13 予 備 費 50,000 0 50,000 0.4

歳 出 合 計 13,553,500 467,062 14,020,562 100.0

一 般 会 計

特 別 会 計

公営企業会計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
会　　　計　　　名 当初予算額 補正額 計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 4,490,984 47,992 4,538,976
老 人 保 健 特 別 会 計 3,120 13,608 16,728
介 護 保 険 特 別 会 計 2,311,056 1,533 2,312,589
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 522,592 599 523,191
下 水 道 事 業 特 別 会 計 1,180,798 9,194 1,189,992
墓 園 事 業 特 別 会 計 63,738 0 63,738

合　　　計 8,572,288 72,926 8,645,214

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
水道事業会計（収入） 当初予算額 補正額 計

収 益 的 収 入 908,975 0 908,975
資 本 的 収 入 86,626 0 86,626

合　　　計 995,601 0 995,601

水道事業会計（支出） 当初予算額 補正額 計
収 益 的 支 出 908,593 0 908,593
資 本 的 支 出 393,626 0 393,626

合　　　計 1,302,219 0 1,302,219

平成20年度 岩出市決算状況
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○
配
付
場
所

　

各
市
立
保
育
所

　

私
立
し
ら
ゆ
り
保
育
園

　

私
立
さ
く
ら
保
育
園

　

私
立
岩
出
第
二
保
育
所

　

岩
出
市
役
所
福
祉
課

○
入
所
申
込
書
の
受
付
に
つ
い
て

　

平
成
22
年
４
月
に
、
保
育
所

（
園
）
へ
新
規
入
所
を
希
望
さ
れ

る
方
及
び
現
在
保
育
所
（
園
）
へ

通
所
（
園
）
さ
れ
て
い
る
方
で
、

転
園
を
希
望
さ
れ
る
方
の
み
次
の

と
お
り
受
付
を
行
い
ま
す
。

○
入
所
で
き
る
の
は
、
家
庭
で
の

保
育
に
欠
け
る
児
童
で
す
。

○
入
所
申
込
者
が
定
員
を
超
え
た

場
合
は
、
入
所
審
査
会
で
厳
正

な
審
査
を
行
っ
て
入
所
決
定
い

た
し
ま
す
。
そ
の
場
合
、
希
望

の
保
育
所
（
園
）
に
入
所
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

○
入
所
申
込
受
付
日
は
、
必
ず
入

所
予
定
児
童
と
同
伴
し
て
く
だ

さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
児
童
福
祉
係

　

℡
62

２
１
４
１

　
　
　
（
内
線
３
２
３
・
３
２
５
）

平
成
22
年
度 

保
育
所（
園
）入
所

　
　
　
　
〈
申
込
書
配
布
及
び
受
付
に
つ
い
て
〉

入所希望保育所（園）公私 定員 保育年齢 受付日

岩 出 保 育 所 公立 120名 １歳児～ 平成21年11月９日㈪

根 来 保 育 所 公立 210名 １歳児～ 平成21年11月10日㈫

上岩出保育所 公立 270名 １歳児～ 平成21年11月11日㈬

山 崎 保 育 所 公立 250名 １歳児～ 平成21年11月16日㈪

山崎北保育所 公立 230名 １歳児～ 平成21年11月18日㈬

しらゆり保育園 私立 120名 ０歳児～ 平成21年11月19日㈭

さくら保育園 私立 150名 ０歳児～ 平成21年11月24日㈫

岩出第二保育所 私立 90名 0歳児～ 平成21年11月26日㈭

市 役 所 ２ 階
第 ４ 会 議 室 上記で申込みできない方

平成21年11月27日㈮
平成21年11月28日㈯

受付時間…午前9時～午後4時
受付場所…各保育所（園） 
　　　　　※11月27日、28日は市役所第４会議室

※申込み日は、必ず入所予定のお子様ご同伴でお越しください。

平成22年度保育所入所申込受付日程表

赤
井　

直
樹
氏
（
畑
毛
）

　

法
務
大
臣
表
彰
受
賞

　

― 

人
権
擁
護
功
労
に
よ
る 

―

　

赤
井
直
樹
氏
は
、
永
年
に
わ
た

り
、
当
市
担
当
の
人
権
擁
護
委
員

と
し
て
、
熱
心
に
活
動
し
て
こ
ら

れ
ま
し
た
。

　

赤
井
氏
は
、
和
歌
山
人
権
擁
護

委
員
協
議
会
常
務
委
員
を
６
年

間
、
同
協
議
会
監
事
を
２
年
間
務

め
ら
れ
、
協
議
会
の
運
営
・
発
展

に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
当

市
に
お
け
る
人
権
相
談
に
お
い
て

は
、
相
談
者
の
訴
え
に
真
摯
に
耳

を
傾
け
、
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
い
、
そ
の
姿
勢
は
誠
に
顕
著
な

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

業
績
に
よ
り
、
こ
の
度
、
法
務
大

臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

民
生
委
員
児
童
委
員
が

表
彰
さ
れ
る

　

民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
そ

の
職
務
に
精
励
し
、
功
績
が
顕
著

で
あ
る
と
し
て
、去
る
10
月
６
日
、

和
歌
山
県
社
会
福
祉
功
労
者
表
彰

式
に
お
き
ま
し
て
、
つ
ぎ
の
方
々

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

和
歌
山
県
知
事
感
謝
受
賞

　
　

道
本
健
一
氏
（
溝
川
）

　
　

上
野
源
一
氏
（
曽
屋
）

更
生
保
護
関
係
者
表
彰
さ
れ
る

　

更
生
保
護
制
度
施
行
60
周
年
記

念
和
歌
山
県
大
会
が
、
10
月
29
日

に
和
歌
山
市
民
会
館
に
お
い
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
お
い
て
、
罪
を
犯

し
た
人
た
ち
の
改
善
更
生
、非
行
・

犯
罪
の
防
止
活
動
に
尽
く
さ
れ
た

功
績
に
よ
り
、
多
く
の
方
々
が
表

彰
さ
れ
、岩
出
市
か
ら
、次
の
方
々

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

近
畿
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委
員
長
表
彰

　

岩
﨑　

俊
弘
（
中
迫
）

　

亀
井　

邦
郎
（
中
黒
）

近
畿
地
方
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰

　

佐
谷　

妙
子
（
根
来
）

和
歌
山
県
保
護
司
会
連
合
会
会
長
表
彰

　

木
曾　

康
厳
（
宮
）

和
歌
山
県
知
事
感
謝
状

　

塩
中　

光
子
（
吉
田
）

和
歌
山
保
護
観
察
所
長
感
謝
状

　

小
山　

明
美
（
西
安
上
）

　

髙
松　

敬
子
（
中
迫
）

和
歌
山
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
表
彰

　

塩
崎　

ゆ
き
子
（
根
来
）

　

小
坂　

千
惠
子
（
森
）

武
道
優
良
団
体
に

　
　
　
　

選
ば
れ
ま
し
た 

　

去
る
８
月
２
日
、
岩
出
市
柔
道

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
、
日
本
武
道

協
議
会
の
「
少
年
少
女
武
道
優
良

団
体
」
に
選
ば
れ
、
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

同
表
彰
は
、
全
国
の
少
年
少
女

武
道
に
関
わ
る
団
体
の
中
か
ら
、

大
き
な
成
果
を
挙
げ
、
特
に
模
範

と
な
る
団
体
を
表
彰
す
る
も
の

で
、
岩
出
市
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
日
頃
の
活
動
の
成
果
が
評
価

さ
れ
、
全
国
５
団
体
の
１
つ
に
選

ば
れ
ま
し
た
。
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㈶
日
本
防
火
協
会
か
ら
防
火
防

災
訓
練
用
資
器
材
と
し
て
消
火
器

使
用
法
訓
練
装
置
の
寄
贈
を
受
け

ま
し
た
。

　

こ
の
装
置
は
、
消
火
器
の
指
導

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
流
れ
、
水
消
火
器

の
水
を
放
射
し
て
命
中
す
れ
ば
自

動
的
に
炎
面
が
消
火
さ
れ
、
消
火

体
験
を
よ
り
臨
場
感
を
持
っ
て
体

験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

消
火
器
の
取
扱
い
訓
練
等
で
活

用
し
て
い
き
ま
す
。

  

那
賀
消
防
組
合
が
消
火
器
使
用
法

  　
　
　
　

訓
練
装
置
の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た

紀
州
根
来
寺

　

紀
州
根
来
寺
か
く
ば
ん
祭
り

は
、
多
く
の
方
に
岩
出
の
歴
史
、

根
来
寺
と
周
辺
の
歴
史
・
文
化
に

興
味
を
持
っ
て
頂
き
、
こ
れ
を
体

感
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
根
来
寺

開
祖
の
「
か
く
ば
ん
上
人
」
の
お

名
前
を
い
た
だ
き
、
開
催
す
る
も

の
で
す
。

開
催
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
内
容

能
舞
・
民
俗
芸
能
・
鉄
砲
隊
の

演
武
な
ど
。

各
種
体
験
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
お

茶
席
・
根
来
塗
・
ね
ご
ろ
山
散

策
ウ
ォ
ー
ク
・
語
り
部
ツ
ア
ー

な
ど
。

（
体
験
コ
ー
ナ
ー
・
ツ
ア
ー
な

ど
は
参
加
無
料
で
す
が
、
当
日

の
申
込
が
必
要
）

○
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
観
光
協
会

　
（
岩
出
市
商
工
会
館
１
Ｆ
）

　

℡
０
７
３
６

62

７
１
０
１

か
く
ば
ん
祭
り

11
月
28
日
土

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
30
分
ま
で

日 

時

根
来
寺
境
内

場 

所
第12回
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◯
期
間

11
月
９
日
㈪
〜
11
月
15
日
㈰
ま

で
の
７
日
間

◯
目
的

　

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当
た

り
、
火
災
予
防
思
想
の
一
層
の
普

及
を
図
り
、
も
っ
て
火
災
の
発
生

を
防
止
し
、
高
齢
者
等
を
中
心
と

す
る
死
者
の
発
生
を
減
少
さ
せ
、

財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

◯
住
宅
防
火
い
の
ち
を
守
る

　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　

― 

３
つ
の
習
慣 

―

•
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

•
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す

る
。

•
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。

　

― 

４
つ
の
対
策 

―

•
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
。

•
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

災
品
を
使
用
す
る
。

•
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

置
す
る
。

•
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

　

上
下
水
道
事
業
は
、
お
客
さ
ま

か
ら
い
た
だ
く
料
金
で
運
営
さ
れ

て
お
り
、
公
平
性
を
確
保
す
る
責

務
に
基
づ
い
て
、
料
金
を
お
支
払

い
い
た
だ
け
な
い
お
客
さ
ま
に
対

し
て
は
、
給
水
を
停
止
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
上
下
水
道
料
金
が
未
納

と
な
っ
て
い
る
方
は
、
至
急
ご
入

金
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
給
水
停
止
に
至
ら
な
い

場
合
で
も
、
裁
判
所
を
通
じ
て
支

払
督
促
を
行
う
場
合
も
ご
ざ
い
ま

す
の
で
ご
留
意
願
い
ま
す
。

○
納
入
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

　

上
下
水
道
業
務
課
上
水
道
係

　

℡
62

２
１
４
１

　
　
　
（
内
線
２
６
２
・
２
６
８
）

  

上
下
水
道
料
金
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

  
平
成
21
年 

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
実
施

「
消
え
る
ま
で

　
　
　

ゆ
っ
く
り
火
の
元　

に
ら
め
っ
子
」

　

去
る
10
月
12
日
（
体
育
の
日
）

大
宮
緑
地
総
合
運
動
公
園
に
お
い

て
、
第
４
回
岩
出
市
民
運
動
会
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

運
動
会
演
技
種
目
は
も
ち
ろ
ん

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
実
施
い

た
し
ま
し
た
ペ
タ
ン
ク
＆
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
等
に
も
、
住
民

の
皆
様
方
に
多
数
ご
参
加
を
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

 　

主
な
競
技
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

〔
運
動
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
〕

◎
地
区
対
抗
リ
レ
ー

優
勝　

清
水
区
チ
ー
ム

2
位　

紀
泉
台
チ
ー
ム

3
位　

西
安
上
チ
ー
ム

◎
チ
ー
ム
リ
レ
ー

優
勝　

サ
ッ
カ
ー
協
会
Ａ

2
位　

サ
ッ
カ
ー
協
会
Ｂ

3
位　

和
歌
山
岩
出
ボ
ー
イ
ズ

◎
小
学
校
対
抗
リ
レ
ー

優
勝　

山
崎
北
小
学
校

2
位　

岩
出
小
学
校

3
位　

上
岩
出
小
学
校

◎
消
防
分
団
対
抗
リ
レ
ー

優
勝　

第
４
分
団

◎
4
地
区
対
抗
綱
引
き

優
勝　

山
崎
地
区

〔
ス
ポ
ー
ツ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
〕

◎
ペ
タ
ン
ク
大
会

　
　
　
　
　
（
参
加
40
チ
ー
ム
）

優
勝　

津
田
利
白
・
福
田
守
・

　
　
　

藤
田
久
子

2
位　

田
中
功
・
細
谷
小
夜
子
・

　
　
　

大
塚
勲

3
位　

吉
本
功
・
川
見
と
し
子
・

　
　
　

大
塚
幸
子

◎
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　
　
　
（
参
加
98
名
）

▽
女
子
の
部

優
勝　

寺
口
美
都

2
位　

安
藤
歌
子

3
位　

田
和
順
子

▽
男
子
の
部

優
勝　

武
田　

弘

2
位　

後
藤　

弘

3
位　

井
谷
喬
行

  

第
４
回 

岩
出
市
民
運
動
会
盛
会
に
終
わ
る

那
賀
消
防
組
合
か
ら

日
曜
消
防
講
座
開
催
の

お
知
ら
せ
（
受
講
料
無
料
）

○
実
施
日

毎
月
第
１
・
第
３
日
曜
日
に
行

い
ま
す
。

○
場
所

那
賀
消
防
本
部
防
災
セ
ン
タ
ー

（
岩
出
市
中
迫
）

「
11
月
・
12
月
・

　
　

１
月
・
２
月
・
３
月
の
予
定
」

☆
普
通
救
命
講
習
会

◯
日
程

11
月
15
日
・
12
月
20
日
・
１
月

17
日
・
２
月
21
日
・
３
月
21
日

　

午
前
９
時
〜
12
時

◯
対
象
者　

中
学
生
以
上 

◯
内
容

救
命
に
必
要
な
技
術
を
マ
ス

タ
ー
し
ま
す
。（
修
了
証
・
応

急
手
当
グ
ッ
ズ
進
呈
）

☆
幼
児
の
応
急
手
当
講
座

◯
日
程

11
月
１
日
・
12
月
６
日
・
３
月
７
日

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

◯
対
象
者　

一
般
の
み

◯
内
容

幼
児
の
病
気
や
ケ
ガ
に
つ
い
て

応
急
手
当
を
学
び
ま
す
。

　
（
応
急
手
当
グ
ッ
ズ
進
呈
） 

☆
お
こ
の
み
講
座

◯
日
程

毎
月
第
１
・
第
３
日
曜
日
の
午

後
か
ら
で
す

◯
内
容

受
講
者
の
要
望
に
応
じ
て
、
各
種

の
防
災
体
験
学
習
を
行
い
ま
す
。

◯
各
講
座
の
お
問
い
合
わ
せ
は

　

那
賀
防
災
セ
ン
タ
ー

　
（
℡
61
ー
７
２
５
９
）
へ
。 
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学
校
開
放
月
間
と
は

　

小
中
学
校
に
お
い
て
、
県
下

一
斉
に
11
月
を
学
校
開
放
月
間

と
定
め
、
授
業
や
学
校
行
事
等

を
公
開
す
る
と
と
も
に
、
学
校

の
教
育
活
動
を
説
明
す
る
機
会

と
し
、
保
護
者
や
地
域
の
人
々

が
学
校
へ
の
理
解
と
関
心
を
深

め
、
地
域
ぐ
る
み
で
児
童
生
徒

を
育
成
す
る
機
運
を
高
め
る
た

め
に
行
い
ま
す
。

　

左
記
の
日
程
で
学
校
開
放
を

行
い
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け

多
く
の
方
々
の
ご
来
校
を
お
持

ち
し
て
い
ま
す
。

○
岩
出
小
学
校

•
授
業
公
開

　

11
月
17
日
㈫

　
　

8
時
45
分
〜
15
時
20
分

　

授
業
参
観

　
　

13
時
40
分
〜
14
時
25
分

　

教
育
講
演
会

　
　

14
時
35
分
〜
15
時
40
分

•
岩
小
祭
り

　

11
月
27
日
㈮

　
　

13
時
00
分
〜
14
時
30
分

○
山
崎
小
学
校

•
授
業
公
開

　

11
月
11
日
㈬

　
　

9
時
30
分
〜
11
時
15
分

　
　
　
　
　
　
　
　

低
学
年

　
　

9
時
30
分
〜
10
時
15
分

　
　
　
　
　
　
　
　

高
学
年

　
　

13
時
35
分
〜
14
時
20
分

　
　
　
　
　
　
　
　

高
学
年

•
親
子
ふ
れ
合
い
鑑
賞
会

　

11
月
11
日
㈬

　
　

10
時
30
分
〜
12
時
00
分

　
　
　
　
　
　
　
　

高
学
年

　
　

13
時
30
分
〜
15
時
00
分

　
　
　
　
　
　
　
　

低
学
年

○
山
崎
北
小
学
校

•
授
業
公
開

　

11
月
４
日
㈬
・
11
月
13
日
㈮

　
　

8
時
40
分
〜
12
時
15
分

•
授
業
参
観
・
懇
談
会

　

11
月
４
日
㈬

　
　

13
時
40
分
〜
15
時
30
分

•
山
北
学
園
祭

　

11
月
15
日
㈰

　
　

11
時
00
分
〜
15
時
30
分

○
根
来
小
学
校

•
授
業
公
開

　

11
月
２
日
㈪
〜
11
月
30
日
㈪

•
観
劇
会

　

11
月
12
日
㈭

　
　

10
時
30
分
〜
12
時
10
分

•
授
業
参
観
・
懇
談
会

　

11
月
25
日
㈬

　
　

13
時
40
分
〜
15
時
50
分

○
上
岩
出
小
学
校

•
授
業
公
開

　

10
月
20
日
㈫
〜
10
月
23
日
㈮

•
日
曜
参
観
・
懇
談
会

　

10
月
25
日
㈰

　
　

8
時
40
分
〜
15
時
15
分

•
上
小
ふ
れ
あ
い
祭
り

　

11
月
７
日
㈯

　
　

11
時
00
分
〜
14
時
00
分

○
中
央
小
学
校

•
土
曜
お
も
し
ろ
教
室　

　

11
月
７
日
㈯

　
　

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

•
授
業
公
開

　

11
月
12
日
㈭

　
　

13
時
40
分
〜
14
時
25
分

•
講
演
会

　

11
月
12
日
㈭

　
　

14
時
45
分
〜
16
時
00
分

○
岩
出
中
学
校

•
授
業
・
部
活
動
公
開

　

11
月
１
日
㈰
〜
11
月
30
日
㈪

•
総
合
文
化
祭

　

11
月
６
日
㈮

　
　

9
時
00
分
〜
14
時
30
分

•
岩
中
リ
フ
ォ
ー
ム
大
作
戦

　

11
月
８
日
㈰

　
　

9
時
00
分
〜
11
時
00
分

•
授
業
参
観
（
１
・
２
年
）

　

11
月
11
日
㈬

　
　

13
時
25
分
〜
14
時
15
分

•
３
年
進
路
説
明
会

　
　

14
時
00
分
〜
15
時
15
分

○
岩
出
第
二
中
学
校

•
授
業
公
開

　

11
月
２
日
㈪
・
11
月
４
日
㈬

　

11
月
５
日
㈭

　
　

10
時
45
分
〜

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
公
開
は
16
時

30
分
ま
で

•
授
業
参
観
（
１
・
２
年
）

　

11
月
６
日
㈮

　
　

13
時
25
分
〜
14
時
15
分

•
３
年
進
路
説
明
会

　
　

13
時
25
分
〜
14
時
15
分

※
詳
細
は
各
学
校
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

平成21年度「学校開放月間」のお知らせ

○
日
時

　

平
成
21
年
11
月
14
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

○
場
所

農
林
水
産
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー

農
業
試
験
場
（
紀
の
川
市
貴
志

川
町
高
尾
１
６
０
）

○
内
容

県
民
の
方
々
に
農
業
に
触
れ
親

し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、
農

業
試
験
場
内
を
開
放
し
て
、
試

験
研
究
成
果
の
紹
介
や
場
内
施

設
の
案
内
を
行
う
と
と
も
に
、

野
菜
販
売
・
い
も
掘
り
な
ど
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
水
産
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー

　

農
業
試
験
場

　

℡
０
７
３
６

64

２
３
０
０

  

ふ
れ
あ
い
デ
ー
２
０
０
９
in
農
業
試
験
場

  

共
同
受
信
施
設
の
地
デ
ジ
化

　
　
　
　
　
　
　
　

助
成
制
度
の
お
知
ら
せ

　

共
同
住
宅
（
ア
パ
ー
ト
・
マ
ン

シ
ョ
ン
）内
の
共
同
受
信
施
設
や
、

建
物
等
に
よ
る
受
信
障
害
対
策
と

し
て
設
置
さ
れ
た
共
同
受
信
施
設

の
地
上
デ
ジ
タ
ル
化
に
対
し
て
助

成
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。

　

施
設
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
化
対
応

に
お
い
て
、
経
費
負
担
が
過
重
と

な
る
場
合
（
世
帯
当
た
り

３
万
５
千
円
以
上
）、
国
の
助
成

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、国
・

地
方
公
共
団
体
等
が
所
有
す
る
共

同
受
信
施
設
は
助
成
対
象
と
は
な

り
ま
せ
ん
。

　

助
成
を
受
け
る
に
は
、
改
修
工

事
の
実
施
前
に
申
請
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

共
同
住
宅
の
共
同
受
信
施
設
に

対
す
る
助
成
金
制
度
は
２
０
１
０

年
１
月
15
日
、
受
信
障
害
施
設
デ

ジ
タ
ル
化
の
助
成
金
制
度
は

２
０
０
９
年
12
月
28
日
が
申
請
の

締
切
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

助
成
制
度
の
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
、
デ
ジ
サ
ポ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://digisuppo.jp/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

○
デ
ジ
サ
ポ
助
成
金
相
談
窓
口　

　

℡
０
５
７
０

０
９
３
７
２
４

　

℡
０
３
５
６
２
３

３
１
２
１

　
（
平
日
９
時
〜
18
時
）　

○
助
成
金
申
請
の
受
付

総
務
省
和
歌
山
県
テ
レ
ビ
受
信

者
支
援
セ
ン
タ
ー
（
デ
ジ
サ
ポ

和
歌
山
）

　

℡
０
７
３

４
２
６

２
６
７
１

　
（
平
日
９
時
〜
18
時
）
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和歌山県人権擁護委員連合会からお知らせ

「女性の人権ホットライン」
強化週間

　夫や恋人からの暴力、職場等におけるセクシャ
ルハラスメント、ストーカー行為など、女性の
人権にかかわるすべての問題について、女性の
人権擁護委員が電話相談に応じます。

相談は無料、秘密は厳守いたします。

期間：11月15日㈰から21日㈯
時間：午前8時30分から
　　　午後7時00分まで
（但し、土曜日、日曜日は、午前10時から午後５時まで）

℡0570－070－810
（全国共通ナビダイアル）

第３回 岩出市男女共同参画推進講座
（「女性に対する暴力をなくす運動」企画）

「DVってなに？？
  デートDVってなに？？」
　「夫婦間だから殴ってもいい」、「恋人だから束縛されて当
然！」・・・みなさんはどう思いますか？　これはどちらも
DV（配偶者や恋人などの間で起こる暴力のこと）です。
　「家庭内の問題」としてあまり表面化されてこなかった
「DV」や、結婚していない人たちの間で起こる「デートDV」
について、わかりやすく説明してくれます。

◎日　　　時／平成21年11月24日㈫
　　　　　　　14：00～ 15：30（受付13：30～）
◎場　　　所／岩出市総合保健福祉センター
　　　　　　　３階　視聴覚室
◎参加対象者／１８歳以上の岩出市民または岩出市内に勤務
　　　　　　　されている方
◎定　　　員／３０名
◎講　　　師／アウェア認定デートDV防止プログラム
　　　　　　　ファシリテーター　百武　敦子　氏
◎一 時 保 育／満１歳から就学前までのお子さんの一時保育
　　　　　　　（無料）あります。
　　　　　　　（事前申込：11月16日㈪まで）
◎申 込 方 法／①氏名②年齢③住所④電話番号⑤一時保育の
　　　　　　　有無を、電話、FAX、e-mailのいずれかでお
　　　　　　　知らせください。
◎締　切　日／平成21年11月16日㈪

【問い合わせ・申し込み先】市長公室　男女共同参画担当
　TEL：62-2141（内線111）／ FAX：63-5229
　e-mail：koushitsu@city.iwade.lg.jp

地上デジタル放送を見るための
簡易なチューナー給付などの支援について
総務省では、経済的な理由などで地上アナログ放送から地上デジタル放送に移行することが難しい世
帯に対する支援を本年10月１日から受付を開始しています。
 支援の対象となるのは？
生活保護世帯などの公的扶助受給世帯、市町村民税非課税の障害者のいる
世帯、社会福祉事業施設入所者の方々で、日本放送協会（ＮＨＫ）の受信
料の全額免除を受けている世帯の方々が対象です。
※支援の申込みには、ＮＨＫと受信契約を結び、全額免除の適用を受ける
ことが必要です。
※支援は現物給付ですので、ご自身で購入されたチューナー、アンテナ改
修等の費用を精算することはできません。

【問合せ先】　総務省　地デジチューナー支援実施センター　
　　　　　　TEL  0570-033840　FAX  044-966-8719

税務課から
のお知らせ

NEWS IWADE
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税務税務課課からから
ののお知らせお知らせ
【問い合わせ先】
税務課…………………………TEL.62-2141 ㈹
市民税係………………………内線 141 ～ 144
固定資産税係…………………内線 145 ～ 147
納税係…………………………内線 151 ～ 153

　病気・災害等の特別な事情により、市税をやむを得ず納期限までに納

められない場合は、放置することなく、税務課納税係までご相談ください。

　また、第２・第４木曜日（祝祭日は除く）は、午後８時まで納税相談を

実施していますので、仕事等の都合上、日中に市税の納付や納税相談が

困難な方は、ぜひご利用ください。

納税相談窓口

11月の夜間納税相談日は、12日と26日です。

11月11日㈬から
　 11月17日㈫は
「税を考える
　　 週間」です。

開 催 日 時 開 催 場 所 対　象　者

平成21年11月25日㈬
午後１時30分から
午後３時30分まで

かつらぎ総合文化会館
（かつらぎ町丁ノ町 2454）

橋本市、伊都郡の方

平成21年11月27日㈮
午後１時30分から
午後３時30分まで

岩出市立市民総合体育館
（岩出市荊本 63-2）

紀の川市、岩出市の方

　　　　【お問い合わせ】粉河税務署　☎0736-73-3301㈹
　　　　　　　　　　　　粉河納税協会　☎0736-73-2466

年末調整説明会のご案内
　平成21年分の年末調整の仕方、法定調書等の作成方法について

の説明会を以下のとおり開催いたしますので、ご案内申し上げます。

　なお、説明会では、年末調整における前年からの変更点をはじめ、

国税電子申告・納税システム（e-Tax）の概要等についても説明い

たします。

　固定資産税の対象となる家屋は、毎年１月１日現在に存在
する家屋であり、原則として所有している人に課税されます。
　年の途中に家屋を取り壊した場合は、翌年度から課税の対
象となりませんので、『建物滅失届』を提出していただきます
よう、お知らせいたします。
　詳しくは、税務課固定資産税係までお問い合わせください。

『建物滅失届』のお知らせ



12　2009.11　広報いわで

保険年金課保険年金課
からのからのお知らせお知らせ
【問い合わせ先】
　保険年金課…………………TEL.62-2141 ㈹
　　国保・年金係……………内線 176・193
　　介護保険係………………内線 189・198
　　保健医療係………………内線 167・182

　

災
害
そ
の
他
特
別
の
事
情
が
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
納
期
限
か

ら
一
年
を
経
過
し
て
も
納
付
し
な

い
場
合
は
、「
資
格
証
明
書
」
の

交
付
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

「
資
格
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け

る
と

一
、
保
険
証
が
交
付
さ
れ
る
場
合

と
同
様
に
国
保
税
は
、
課
税
さ

れ
ま
す
。

二
、
医
療
費
の
全
額
を
自
費
で
支

払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
後
日

申
請
に
基
づ
き
国
保
か
ら
給
付

平成21年度

の納期限は11月30日㈪です。
期日に遅れないようにお納めく
ださい。
便利で確実な口座振替制度をご
利用ください。

●国民健康保険税
　　第６期
●後期高齢者医療保険料
　　第５期
●第１号被保険者（65歳以上）
　介護保険料普通徴収
　　第６期

こ ん な と き 届出に必要なもの

国
保
に
は
い
る
と
き

他の市町村から転入してきたとき 印鑑

職場の健康保険の資格がなくなったとき 印鑑、職場の健康保険資格喪
失証明書
（資格喪失日の分かる書面）職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき

子どもが生まれたとき 印鑑、保険証

生活保護を受けなくなったとき 印鑑、保護廃止決定通知書

国
保
を
や
め
る
と
き

他の市町村に転出するとき 印鑑、保険証

職場の健康保険にはいったとき 印鑑、国保と健保の両方の保
険証職場の健康保険の被扶養者になったとき

国保の被保険者が死亡したとき 印鑑、保険証

生活保護を受けるようになったとき 印鑑、保険証、保護開始決定
通知書

そ
の
他
の
届
出

退職者医療制度の対象になったとき 印鑑、保険証、年金証書

市内で住所が変わったとき

印鑑、保険証世帯主や氏名が変わったとき

世帯が分かれたり、いっしょになったとき

修学や就労のため、別に住所を定めるとき 印鑑、保険証、在学証明書や
社員証

保険証を失くしたり、汚れて使えなくなったとき 印鑑、身分を証明するもの
（使えなくなった保険証）

職場の健康保険の資格がなくなった場合…
国保の資格は、職場の健康保険がなくなった日からとなります。
また国保税納付も国保の資格を得た月からですので届出がおくれないよう
にしましょう。おくれると、さかのぼって納めなければなりません。
※もし、リストラ等により、離職を余儀なくされて加入された場合、収入がない
状態でも国保税を負担しなければならないこともありますので、納付困難な
場合は、分割納付等の納付相談も行なっております。お気軽にご相談ください。
!気をつけましょう!

下記の条件に該当したときから14日以内に
国保の窓口へ届け出ましょう! こんなときは こんなときは

　

岩
出
市
で
は
、
介
護
保
険
制
度

を
円
滑
に
運
営
す
る
た
め
に
、
介

護
保
険
運
営
委
員
会
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
こ
の
委
員
会
で
は
、
市

長
の
諮
問
等
に
応
じ
、
介
護
保
険

に
関
す
る
調
査
及
び
審
議
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
委
員
会
は
左
記
要
領
で

傍
聴
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
の

で
、
保
険
年
金
課
介
護
保
険
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
た

だ
し
、
内
容
に
よ
っ
て
は
非
公
開

と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

①
事
前
申
込
み　

開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に
保
険

年
金
課
介
護
保
険
係
ま
で
申
込

み
く
だ
さ
い
。（
電
話
可
）

②
傍
聴
者
の
定
員
10
名

希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

を
行
い
ま
す
。（
後
日
連
絡
し

ま
す
）

◯
開
催
日
時

　

11
月
中
（
予
定
）

※
開
催
日
時
が
決
定
し
次
第
、

追
っ
て
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
ま
す
。

◯
問
い
合
せ
先

　

介
護
保
険
係
（
内
線
１
７
９
）

  

第
２
回
「
介
護
保
険
運
営
委
員
会
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
開
催
し
ま
す

割
合
に
応
じ
て
払
い
戻
し
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
保
険
給
付
の
全
額
又
は
一

部
を
差
し
止
め
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

○
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
保
険

年
金
課
国
保
・
年
金
係
ま
で
納

税
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
毎
月
第
２
・
第
４
木
曜

日
（
祝
祭
日
は
除
く
）
は
、
午
後

８
時
ま
で
納
税
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
11
月
の
夜
間
納
税
相
談

日
は
12
日
と
26
日
で
す
。

  

国
保
税
を
滞
納
す
る
と
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一
人
暮
ら
し
や
認
知
症
の
高
齢

者
が
増
え
つ
つ
あ
る
な
か
、
身
近

な
地
域
に
サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
を
設

け
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
生
活
を
続
け
て
い
く
た
め
の

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

岩
出
市
で
は
以
下
の
２
種
類
の

サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。

○
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

　
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

　

物
忘
れ
や
徘
徊
な
ど
の
認
知
症

の
あ
る
高
齢
者
が
、
施
設
職
員
の

介
護
を
受
け
な
が
ら
共
同
で
生
活

す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
９
人
を
ひ

と
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
生
活
す

る
こ
と
で
、
利
用
者
と
職
員
が
顔

な
じ
み
と
な
り
、
よ
り
深
い
信
頼

関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

要
支
援
２
、
要
介
護
１
〜
５
の

人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

　

日
中
の
「
通
い
」
を
中
心
と
し

て
、
利
用
者
の
希
望
や
生
活
状
況

に
応
じ
て
「
訪
問
」
や
「
泊
ま
り
」

の
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
て
、

安
心
し
て
在
宅
生
活
を
続
け
ら
れ

る
よ
う
24
時
間
３
６
５
日
に
わ
た

り
支
援
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
一

つ
の
事
業
所
の
登
録
人
数
は
25
人

以
下
と
定
め
ら
れ
て
い
て
、
利
用

者
に
身
近
な
サ
ー
ビ
ス
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

要
支
援
１
・
２
、
要
介
護
１
〜

５
の
人
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い

る
間
、
次
の
サ
ー
ビ
ス
と
の
併
用

は
で
き
ま
せ
ん
（
※
訪
問
介
護
、

訪
問
入
浴
介
護
、
通
所
介
護
、
通

所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
短
期

入
所
生
活
介
護
、
短
期
入
所
療
養

介
護
、
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介

護
、
居
宅
介
護
支
援
、
他
の
地
域

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し

た
全
額
が
所
得
税
や
市
民
税
の
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
、
社

会
保
険
料
控
除
の
適
用
を
受
け
る

た
め
に
は
、
今
年
１
年
間
に
納
付

（
納
付
見
込
み
を
含
む
）
し
た
国

民
年
金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る

書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
こ
の
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
と
し
て
「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明

書
」（
ハ
ガ
キ
）
が
、
11
月
に
社

会
保
険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

  
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
と
は

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
）。

　

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
た
い
方
は
、
担
当
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
ま
た
は
介
護
保
険
係
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

  

国
民
年
金
加
入
者
の
み
な
さ
ん
へ

 

『
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

　
　
　

控
除
証
明
書
』
が
送
付
さ
れ
ま
す

（
※
平
成
21
年
10
月
１
日
か
ら
年

末
ま
で
の
間
に
初
め
て
納
付
さ
れ

た
方
に
は
、
平
成
22
年
２
月
に
送

付
さ
れ
ま
す
。）

◯
問
い
合
わ
せ
先

　

和
歌
山
東
社
会
保
険
事
務
所

　
（
０
７
３

４
７
４

１
８
４
１
）

　

ま
た
は
、
国
保
・
年
金
係
ま
で

国
民
年
金
の
加
入
や
種
別
変
更
な
ど
の
届
出
に
つ
い
て

結
婚
や
就
職
、
転
職
、
退
職
な
ど
で
種
別
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、

２
週
間
以
内
（
第
２
号
被
保
険
者
に
な
っ
た
場
合
は
、
勤
務
先
の

事
業
主
が
５
日
以
内
）
に
手
続
き
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

20
歳
に
な
っ
た
方

こ
ん
な
と
き

変
更
後
の
被
保
険
者
の
種
別

届
出
先

学
生
、
自
営
業
、
フ
リ
ー
タ
ー
な
ど

で
あ
る

第
１
号
被
保
険
者

 

お
住
ま
い
の
市
区
町
村

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
等
に
加
入
し

て
い
る
配
偶
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

第
３
号
被
保
険
者

 

配
偶
者
の
勤
務
先

現
在
第
１
号
被
保
険
者（
学
生
・
自
営
業
な
ど
）

こ
ん
な
と
き

変
更
後
の
被
保
険
者
の
種
別

届
出
先

就
職
し
て
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
等

に
加
入
し
た

第
２
号
被
保
険
者

 

勤
務
先

結
婚
や
収
入
が
減
っ
て
、
厚
生
年
金

や
共
済
組
合
等
に
加
入
し
て
い
る
配

偶
者
に
扶
養
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

第
３
号
被
保
険
者

 

配
偶
者
の
勤
務
先

現
在
第
２
号
被
保
険
者（
会
社
員
・
公
務
員
）

こ
ん
な
と
き

変
更
後
の
被
保
険
者
の
種
別

届
出
先

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
等
に
加
入
し

て
い
た
会
社
を
退
職
し
た

第
１
号
被
保
険
者

 

お
住
ま
い
の
市
区
町
村

退
職
し
て
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
等

に
加
入
し
て
い
る
配
偶
者
に
扶
養
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た

第
３
号
被
保
険
者

 

配
偶
者
の
勤
務
先

現
在
第
３
号
被
保
険
者（
会
社
員
・
公
務
員
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者
）

こ
ん
な
と
き

変
更
後
の
被
保
険
者
の
種
別

届
出
先

収
入
が
増
え
た
り
、
離
婚
な
ど
で
配

偶
者
に
扶
養
さ
れ
な
く
な
っ
た

第
１
号
被
保
険
者

 

お
住
ま
い
の
市
区
町
村

配
偶
者
が
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
等

に
加
入
し
て
い
た
会
社
を
退
職
し
た

配
偶
者
が
65
歳
に
な
り
第
２
号
被
保

険
者
で
は
な
く
な
っ
た

就
職
し
て
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
等

に
加
入
し
た

第
２
号
被
保
険
者

 

勤
務
先

配
偶
者
が
転
職
な
ど
で
加
入
す
る
年

金
制
度
が
変
わ
っ
た

第
３
号
被
保
険
者

 

配
偶
者
の
新
し
い
勤
務
先

保険年金課からのお知らせ
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生生活活環環境境
ののページページ
【問い合わせ先】
　生活環境課…………………TEL.62-2141 ㈹

（内線 185・186）
　クリーンセンター…………TEL.62-0814

ごみの不法投棄禁止!!
　ごみを河川、堤防、道路などに捨てた場合には、廃棄
物の処理及び清掃に関する法律により処罰されます。
　ポイ捨てや不法投棄は、環境汚染をまねくなど多くの
皆さんに多大な迷惑となりますので、こうした社会のルー
ルやマナーを守らない行為はやめましょう！
また、ごみ集積場所に不適切なごみの出し方をし、その
地域の方々が迷惑されている場合があります。
ごみを出す場合、きちんと分別し、市の指定袋に入れ、
収集日に決められた集積場所に出しましょう！

空き地等雑草除去
についてのお願い
　空き地等に雑草が繁茂し

ますと、住環境や健康に悪影

響を及ぼしますので、空き地

の所有（管理）者は、周辺に

迷惑がかからないように責任

を持って雑草除去を行ってい

ただくよう、ご協力をお願い

します。

一般家庭から出るごみで市
で収集できないごみの回収
について（お知らせ）

　市で回収できない廃棄物（粗大

ごみ回収で回収することができな

いもの等）を岩出市総合体育館に

各自持ち寄っていただき、有料で

専門業者が回収するという機会を

12月13日㈰に設けます。

　なお、実施内容等詳細につきま

しては、広報いわ

で12月号に掲載

いたします。

地
球温
暖化対策

シリーズ  18回目

「ゴミを減らす３Ｒ作戦」

　ゴミを少なくする秘訣は、第１にゴミになるような必要のない
ものは買わずに、長持ちするものを買う（リデュース）、第２に不
要になったものは、フリーマーケットなどを利用して、次の利用
者に渡すこと（リユース）、第３に資源ごみとしてリサイクルのルー
トに乗せるための努力をすること（リサイクル）といえます。
　この３つのＲを実現するために、私たち一人一人の生活を、資
源を大切にし、環境に極力負担をかけないスタイルにしていくと
ともに、そうした気持ちを実際に生かせるような社会システム（循
環型社会）を形成していかなければなりません。
　資源の有効利用・再生利用と、資源・エネルギーを大切に使っ
ていく意識を高めましょう！

◎犬は、つないで飼いましょう！
　○犬の放し飼いは、県条例で禁止されています。

　○散歩をさせるときは、必ず引き綱などでつなぎましょう。

◎鑑札、注射済票は必ず犬の首輪などに付けましょう！
　○万が一の行方不明時に、「鑑札・注射済票」は迷い犬札になります。

◎排便のしつけをしましょう！
○排便（尿）は専用トイレ等、決まった場所でさせましょう。( 自宅で済ませてか

ら散歩をしましょう)

　○散歩中に「ふん」をした時は、必ず持ち帰りましょう。

◎鳴き声、悪臭を出さないようにしましょう！
○犬のつなぐ場所を考え、迷惑をかけないように飼いましょう。

○飼っている場所を清潔にしましょう。

○最近、飼い主のわからない猫に庭や家屋を排泄物で汚された、鳴き声がうるさ

い等の苦情が増えています。飼うなら責任をもって、他人に迷惑がかからないよ

うに飼いましょう。

犬・猫の飼育は飼い主の
責任と愛情で
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生活環境のページ

クリーンセンターからお知らせ

11月
の不燃物と
資源ごみの
回収予定日

回収区域 不燃物（カン・ビン類） 資源ごみ

県道泉佐野岩出線 東側 地域 11月４日・18日
（第１・第３水曜日）

毎週金曜日

県道泉佐野岩出線 西側 地域 11月11日・25日
（第２・第４水曜日）

毎週木曜日

◉市外からのごみの持込み（持出しも同様）は、法律により禁止されています。（廃掃法第 6条第 1項、第 4項、第 6条の 2第 1項）
◉市内で営業活動を行っている事業者（排出者）は、排出者の責任で廃棄物を処理しなければなりません。（廃掃法第 3条）
◉事業者自らが搬入し処理を依頼する事業系一般廃棄物については、処理手数料が必要です。（有料処理）（廃掃法および条例）
◉事業者が岩出クリーンセンターに廃棄物を搬入処理する場合は、登録が必要です。（登録申請の受付はセンターへ。）随時受付。

　岩出クリーンセンターに廃棄物を自己搬入する場合は、「持ち込みごみ申請書」への記入とあわせて、「免許証
等住所確認ができる証明書」による住所の確認を実施させていただいておりますので、市民の皆様方のご理解と
ご協力をお願いいたします。

持込受付時の車両運行については、十分注意してください。

＊一般廃棄物の搬入は、岩出市内のごみに限ります。
また、搬入された一般廃棄物が事業系の廃棄物か一般家庭からの廃棄物かの判別がむずかしい場合は、住宅地図
による排出先の確認にご協力ください。

　岩出市が行っている資源ごみ分別区分中の「その他のプラスチック」にはポリバケツやプラスチック製のおもちゃ・衣装ケース等
のプラスチック製品は含まれません。これらのプラスチック製品は、可燃性粗大ごみとして取り扱いますので、資源ごみとして排出
されないようにお願いします。

＊クリーンセンターには、新風吹トンネルを大阪方面に進行し、出口の信号で右折し、旧道を右折して下さい。（交差点に注意）

　　
【ごみの搬入時間は】　

・月～金／ 8時 30分～ 12時 00分まで（午前中）
　　　　　　　　　　　　・土曜日／ 8時 30分～ 15時 00分まで

資源物の持ち去り禁止！

持ち去り行為を発見したときは、
次にご注意の上、ご連絡ください。

収集又は運搬の禁止対象となる資源物

　ごみ集積所に出された古紙やダンボールなどの資源物が、市が収集する前に持ち去られていること

から、その防止と資源化の推進を図るため「岩出市廃棄物の処理及び清掃に関する条例」の一部を改

正し、平成20年６月27日から資源物の持ち去りが禁止となりました。

新聞紙 雑誌・チラシ 紙パック ダンボール

ペットボトル プラスチック製
容器包装類

衣類 びん･缶類･金属類

１　持ち去り行為が行われた場所
　　（資源ごみステーション所在地）、時間、資源物の品名

２　使用された車両の特徴（ナンバー、車種、車色等）

３　持ち去り行為を行った者の特徴

４　持ち去られるまでの状況等
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【問い合わせ先】

総合保健福祉センター 保健推進課

℡61-2400
電話のかけ間違いにご注意ください。

保保健健推推進進だだよよりり

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

 　
　

   

の
す
す
め

今
回
は
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
食
事
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
す
る
こ
と
は
、
と
て
も
大
切
で
す
。

特
に
内
臓
脂
肪
を
減
ら
す
た
め
に
は
、
食
生
活
の
改
善
が
不
可
欠
で
す
。
バ

ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
て
、
し
っ
か
り
運
動
す
る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◉
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
食
事

　

高
齢
の
方
は
、
朝
起
き
て
す
ぐ
や
空
腹
状
態
で
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

　

食
後
は
、
し
ば
ら
く
時
間
を
お
い
て
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

　

運
動
後
は
、
次
の
栄
養
素
を
食
物
で
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

●
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
る
の
は
、
糖
質
と
脂
質

　

↓
米
・
パ
ン
・
い
も
類
・
麺
類
・
サ
ラ
ダ
オ
イ
ル
・
バ
タ
ー
・
マ
ー
ガ
リ
ン

●
持
久
力
、
筋
力
を
つ
け
る
の
は
、
た
ん
ぱ
く
質

　

↓
魚
・
肉
・
卵
・
大
豆
・
大
豆
製
品
・
貝
・
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ

●
疲
労
防
止
・
疲
労
回
復
に
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群

　

↓
緑
黄
色
野
菜
（
か
ぼ
ち
ゃ
・
に
ん
じ
ん
・
ほ
う
れ
ん
草
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
）

●
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
カ
リ
ウ
ム
で
疲
労
回
復

　

↓
そ
の
他
の
野
菜
（
キ
ャ
ベ
ツ
・
大
根
・
白
菜
）・
果
物

●
強
い
骨
を
つ
く
る
カ
ル
シ
ウ
ム

　

↓
牛
乳
・
乳
製
品
・
海
藻
類
・
骨
ご
と
食
べ
ら
れ
る
魚

　

運
動
量
が
増
え
る
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
栄
養
素
が
不
足
す
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
特
に
た
ん
ぱ
く
質
、
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
は
十
分
取
り
ま
し
ょ
う
。

　

食
事
の
量
を
減
ら
す
だ
け
の
減
量
法
で
は
、
体
脂
肪
と
と
も
に
筋
肉
量
も

減
少
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
食
事
量
を
減
ら
す
だ
け
で
な
く
、
運
動
を
加
え
る
と
、
体
脂
肪

が
減
っ
て
い
く
の
で
、
た
と
え
体
重
減
少
が
わ
ず
か
で
も
引
き
締
ま
っ
た
か

ら
だ
に
な
り
ま
す
。

◉
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
肥
満
解
消
効
果

　

減
量
の
た
め
の
運
動
は
、
食
前
に
す
る
の
が
効
果
的
で
す
。
運
動
す
る
と
、

か
ら
だ
の
中
の
脂
肪
や
糖
質
が
使
わ
れ
ま
す
が
、
空
腹
時
に
は
脂
肪
が
主
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
空
腹
時
の
ほ
う
が
肥
満
解
消
に

適
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す
る
と
体
が
温
ま
り
、
１
日
の
基
礎
代
謝
量
（
安

静
時
に
消
費
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
）も
増
え
る
の
で
肥
満
解
消
に
適
し
て
い
ま
す
。

  

が
ん
予
防
と
食
生
活
シ
リ
ー
ズ

「
塩
辛
い
も
の
は
少
な
め
に
、

　
　

熱
い
も
の
は
冷
ま
し
て
か
ら
」

第
５
回

　

日
本
人
の
代
表
的
な
が
ん
と
い
え
ば
、
胃
が
ん
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

そ
の
割
合
は
、
少
し
ず
つ
減
っ
て
き
て
い
る
と
は
い
え
、
肺
が
ん
を

わ
ず
か
に
下
回
る
状
況
で
あ
り
、
大
腸
が
ん
、
肝
臓
が
ん
や
乳
が
ん

な
ど
他
の
が
ん
に
比
べ
る
と
ま
だ
圧
倒
的
に
多
い
の
が
現
状
で
す
。

こ
の
胃
が
ん
の
発
生
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
の

が
塩
分
の
摂
取
で
す
。

　

一
日
に
摂
る
食
塩
の
望
ま
し
い
量
は
、
10
ｇ
以
下
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
食
塩
の
摂
り
過
ぎ
が
脳
卒
中
や
心
臓
病
な
ど
の
循
環
器
疾
患
を

起
こ
し
や
す
い
た
め
、
最
近
で
は
塩
分
を
控
え
る
傾
向
に
あ
り
、
胃

が
ん
の
死
亡
率
も
確
実
に
下
が
っ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も

全
国
平
均
1
人
1
日
当
た
り
の
食
塩
摂
取
量
は
、10
ｇ
以
下
に
は
な
っ

て
お
り
ま
せ
ん
。
い
ず
れ
の
年
代
に
お
い
て
も
目
標
摂
取
量
を
超
え

て
お
り
、
男
女
と
も
50
歳
代
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
最
近
で
は
摂
取
量
の
下
が
り
方
が
鈍
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま

た
、
胃
が
ん
死
亡
率
に
は
地
域
差
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
差
も
塩
分
の
摂
取
と
の
間
に
密
接
な
関
係
が
あ
り
ま
す
。

塩
辛
な
ど
の
塩
分
の
多
い
食
品
を
大
量
に
食
べ
な
い
こ
と
と
、
で
き

る
だ
け
塩
分
を
抑
え
た
調
理
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
熱
い
も

の
は
が
ん
が
発
生
し
や
す
い
状
況
を
作
り
ま
す
の
で
、
あ
ま
り
熱
い

も
の
は
冷
ま
し
て
か
ら
食
べ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

那賀休日急患診療所で夜間診療が始まります
場　　所：那賀休日急患診療所（℡0736‒77‒6410）
　　　　　紀の川市東大井350番地　　
期　　間：平成21年11月１日から平成22年１月31日まで
診療時間：土曜日、日曜日、祭日及び年末年始（12月29日～１月３日）の
　　　　　午後８時から午後10時まで
診 療 科：内　科
　　　　  （小児科については和歌山市夜間・休日応急診療センターで対応します｡）



平成21年11月 平成21年 12月 両月とも
事業名 実施日 内容 実施日 内容 受付時間 場所

乳
幼
児
健
康
診
査

4か月児
24日㈫

H21 年 7 月生まれ
21日㈪

H21 年 8 月生まれ 13:00 ～ 13:15
総

合

保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー

30日㈪ 22日㈫

7か月児
17日㈫

H21 年 4 月生まれ
15日㈫

H21 年 5 月生まれ 13:00 ～ 13:15
18日㈬ 16日㈬

1歳8か月児
10日㈫

H20 年 3 月生まれ
8日㈫

H20 年 4 月生まれ 13:00 ～ 13:15
11日㈬ 9日㈬

3歳6か月児
13日㈮

H18 年 4 月生まれ
11日㈮

H18 年 5 月生まれ 13:00 ～ 13:30
20日㈮ 18日㈮

乳
幼
児
健
康
相
談

10か月児
10日㈫

H20 年 12 月生まれ
8日㈫

H21 年 1 月生まれ 9:00 ～ 9:30
11日㈬ 9日㈬

2歳6か月児
13日㈮

H19 年 4 月生まれ
11日㈮

H19 年 5 月生まれ 9:00 ～ 9:30
20日㈮ 18日㈮

パパママ教室
（妊婦教室） 12日㈭

妊婦体操
産後のうつ予防
新生児期の赤ちゃんについて

10日㈭ 歯の健康について
妊娠中の食事について 13:15 ～ 13:30

栄
養
教
室

離乳食 16日㈪ 離乳食（手軽で経済
的な離乳食） 14日㈪ ベビーフードで手作

り離乳食
13:45 ～ 14:00
（予約制）

健
康
相
談

一般健康相談 毎週月曜日 健康や育児等について相談 毎週月曜日 健康や育児等について相談   9:30 ～ 11:30

成
人
健
診

セット検診

12日㈭
16日㈪
17日㈫
27日㈮
30日㈪

各種がん検診のセット
•肺がん検診
•胃がん検診
•大腸がん検診
•乳がん検診
（申込者に通知）

  8:30 ～ 10:00

乳がん検診
12日㈭
16日㈪
27日㈮

乳がん検診のみ実施
（申込者に通知） 13:30 ～ 14:30

フリー開放
（機能訓練室）

2日㈪
27日㈮

機能訓練室の
　　　　フリー開放

7日㈪
25日㈮

機能訓練室の
　　　　フリー開放 13:00 ～ 16:00

予
防
接
種

ポリオ
2日㈪
4日㈬
5日㈭

通知対象
平成20.7.1～平成21.6.30生まれ
対象：平成21年6月30日以前に生
まれた方～7歳6か月までで、2回
接種していない方

13:00 ～ 14:30

献　　　血

14日㈯ ミレニアシティ  オークワ 12日㈯ ミレニアシティ  オークワ 10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00

成分及び一般献血（16～69歳）
65歳以上の方は、60～64歳の
ときに1回でも経験のある方

27日㈮ プライスカット 15日㈫ エバグリーン
28日㈯ 根来寺（かくばん祭り） 25日㈮ 那賀総合庁舎

30日㈬ ミレニアシティ  オークワ

保健事業予定表保健事業予定表
（平成21年11月、平成21年12月）

17 広報いわで　2009.11

保健推進だより

月 日 曜 歯科医師名 住所（診療所） TEL

11　

月

1 日 岡本歯科医院 紀の川市名手市場125 75-2047
3 火 おち歯科医院 岩出市中島601-4 61-7322
8 日 松本歯科医院 紀の川市桃山町調月161 66-0206
15 日 吉田歯科医院 岩出市根来160-1 69-1182
22 日 正司歯科クリニック 紀の川市桃山町市場71-3 66-2011
23 月 岡本歯科医院 紀の川市粉河389-7 73-4970
29 日 林 歯 科 医 院 岩出市金池401-8 62-6012

診療時間は、午前10時から12時までと
午後1時から4時までです。
※受診の際は、電話等で確認のうえご来院ください。
※当番医が急に変更になる場合がありますので、電話
が通じないときは消防署（☎61-1791・☎61-0119）
にお問い合わせください。

日曜・祝日の日曜・祝日の
休日歯科診療休日歯科診療

休日歯科急患当番表 那賀歯科医師会
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Information
暮暮らしのらしの

情 報情 報

　　　　　　　　岩出市役所…………………62-2141 ㈹
　　　　　　　　

（岩出市教育委員会）

　　　　　　　総合保健福祉センター……61-2400
　　　　　　地域子育て支援センター…62-3362（F兼）
　　　　　クリーンセンター…………62-0814
　　　　市民総合体育館……………62-0370
　　　民俗資料館…………………63-1499
　　岩出図書館…………………62-7222
　岩出警察署…………………63-0110
那賀消防組合………………61-0119

福　

祉

問い合わせ先

12
月
24
日
㈭

12
月
22
日
㈫

12
月
17
日
㈭

12
月
15
日
㈫

12
月
10
日
㈭

12
月
8
日
㈫

12
月
の
開
放
日

岩
出
第
二
保
育
所

岩

出

保

育

所

上
岩
出
保
育
所

根

来

保

育

所

山
崎
北
保
育
所

山

崎

保

育

所

保
育
所
名

63
―
０
２
６
９

62
―
２
４
０
２

62
―
２
８
１
４

62
―
２
７
０
１

62
―
０
７
３
２

62
―
２
８
４
４

電
話
番
号

び
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
実
施
日
の
２
週
間

前
か
ら
１
週
間
前
ま
で
の
期
間
と
し

ま
す
。（
申
し
込
み
の
際
、
印
鑑
と
お

や
つ
代
100
円
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

　

な
お
、
保
育
所
の
行
事
な
ど
で

実
施
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
各
保
育
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
近
所
に
相
談
で
き
る
人
が
い

な
い
、
ま
た
子
育
て
に
自
信
が
な

い
等
悩
み
を
も
つ
保
護
者
に
対
す

る
支
援
と
し
て
、
就
学
前
の
在
宅

幼
児
を
対
象
に
各
保
育
所
に
お
い

て
、
毎
年
5
月
か
ら
3
月
ま
で
の

月
1
回
、
午
前
10
時
か
ら
午
前
11

時
30
分
ま
で
親
子
の
ふ
れ
あ
い
遊◦午前 10:00

　　受付・自由遊び・片付け

◦午前 10:10 ～午前 10:50
　　点呼・手遊び
　　テーマ遊び
　　（その月によってかわります）

◦午前 10:50 ～午前 11:05
　　休憩・自由遊び・片付け

◦午前 11:10 ～午前 11: 25
　　おやつ

「保育所にあそびにきませんか！」 保
育
所
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
！

『
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会
』

ワ
ク
ワ
ク　

ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら

絵
本
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
！

【
日
時
】　

平
成
21
年
11
月
11
日
㈬

【
場
所
】　

岩
出
図
書
館

○
す
く
す
く
広
場

　
（
２
歳
児
〜
就
学
前
の
幼
児
）

　

•
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

　
　
　
　

10
時
20
分
〜
10
時
40
分

　

•
親
子
の
ふ
れ
あ
い
遊
び

　
　
　
　

10
時
40
分
〜
11
時

○
親
子
で
遊
ぼ
う　

ぴ
よ
ぴ
よ

　
（
０
、１
歳
児
）

　

•
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

　
　
　
　

11
時
〜
11
時
20
分

　

•
親
子
の
ふ
れ
あ
い
遊
び

　
　
　
　

11
時
20
分
〜
11
時
40
分

◯
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
62

３
３
６
２

医療法人 彌栄会

※入院設備有
☎62-7777

中迫139
（那賀消防署東隣）

☎61-1551

中迫380
（黒山整形外科オク）

●地域在宅総合ケアセンター
●やよい苑デイケアセンター
●訪問看護ステーションやよい
●岩出中央在宅介護支援センター
●やよいケアステーション(訪問介護）

黒山整形外科 介護老人保健施設 やよい苑
リハビリテーションセンター （居宅介護支援事業所）

理事長　黒 山 哲 彌 詳しくはホームページをご覧下さい
http://www.yaeikai.com

大型駐車場完備

New Machie
長方形
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暮らしの情報

幼
児
の
応
急
手
当

講
演
会
の
お
知
ら
せ

　

幼
児
の
か
け
が
え
の
な
い
生
命

を
守
る
た
め
、
日
頃
起
こ
り
や
す

い
起
こ
り
や
す
い
事
故
や
緊
急
時

の
対
応
に
つ
い
て
、
応
急
手
当
の
知

識
と
技
術
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◯
日
時

　

平
成
21
年
11
月
25
日
㈬

　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時

◯
場
所

　

那
賀
消
防
組
合
防
災
セ
ン
タ
ー

◯
対
象

　

子
育
て
中
の
保
護
者

◯
定
員　

20
組

※
希
望
の
方
は
11
月
４
日
㈬
〜
11

月
21
日
㈯
ま
で
、
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◯
申
込
先

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー　

℡
62

３
３
６
２

公
民
館
冬
の
講
座

「
ブ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

の
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
」

参
加
者
募
集

○
内
容

　

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
づ
く
り

○
日
時

　

平
成
21
年
12
月
２
日
㈬

生
涯
学
習

　

午
後
１
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　

午
後
３
時
30
分

○
場
所　

桜
台
地
区
公
民
館

○
材
料
費　

３
，
０
０
０
円

○
募
集
定
員　

30
名

○
対
象

岩
出
市
内
在
住
の
方
（
大
学
生

以
上
）

○
用
意
す
る
も
の

持
ち
帰
り
用
紙
袋
（
縦
30
×
横

30
×
幅
10
㌢
以
上
）
ハ
サ
ミ

○
申
し
込
み
方
法

官
製
は
が
き
に
「
公
民
館
冬
の

講
座
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
」
を
記
入
の
上
、

「
〒
649

6292
岩
出
市
西
野
209
番

地　

岩
出
市
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
公
民
館
係
」
ま
で
11
月

16
日
㈪
必
着
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
な
お
、
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

パ
ソ
コ
ン
技
術
教
室

受
講
生
募
集

は
が
き
作
成
コ
ー
ス

　

ワ
ー
ド
で
ハ
ガ
キ
を
作
成
し
ま

し
ょ
う
。
簡
単
な
文
書
が
作
れ
る

方
が
対
象
で
す
。

◯
内
容

基
本
操
作
・
編
集
・
画
像
挿
入
等

◯
テ
キ
ス
ト
代　

５
０
０
円

◯
日
程

•
11
月
29
日
㈰

　
　

①
午
前
10
時
〜
正
午

　
　

②
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

①
②
ど
ち
ら
か
１
回
の
み
の

受
講
で
す
。

グ
ラ
フ
作
成
コ
ー
ス

　

エ
ク
セ
ル
で
グ
ラ
フ
を
作
成
し

ま
し
ょ
う
。

◯
内
容

　

デ
ー
タ
作
成
・
グ
ラ
フ
作
成

◯
テ
キ
ス
ト
代　

５
０
０
円

◯
日
程

•
12
月
６
日
㈰

　
　

①
午
前
10
時
〜
正
午

　
　

②
午
後
１
時
〜
午
後
３
時　

•
12
月
13
日
㈰

　
　

③
午
前
10
時
〜
正
午

　
　

④
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

①
〜
④
ど
れ
か
１
回
の
み
の

受
講
で
す
。

◯
応
募
資
格

　

岩
出
市
民
の
方
（
学
生
不
可
）

◯
定
員　

各
24
名

◯
場
所　

紀
泉
台
地
区
公
民
館

◯
応
募
方
法

官
製
は
が
き
に
コ
ー
ス
名
・
受

講
希
望
日
時
・
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う

え
11
月
13
日
㈮
必
着
で
〒
649

6292　

岩
出
市
役
所
生
涯
学
習
課

公
民
館
係
ま
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。
な
お
、
申
込
多
数
の
場

合
、
初
め
て
の
方
優
先
で
抽
選

と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

社
交
ダ
ン
ス
講
習
会

開
催
の
お
知
ら
せ 

〜
楽
し
く
踊
っ
て
若
さ
を
保
つ
〜

○
場
所
及
び
日
時

•
桜
台
地
区
公
民
館

　

毎
週
《
月
・
水
・
金
曜
日
》

　

午
後
1
時
30
分
よ
り
5
時
ま
で

•
岩
出
地
区
公
民
館

　

毎
週
《
土
曜
日
》

　

午
後
7
時
よ
り
9
時
ま
で

○
参
加
料

　

最
初
の
一
ヶ
月
は
無
料

　

二
ヶ
月
目
よ
り
１
，
０
０
０
円

○
主
催

　

岩
出
市
社
交
ダ
ン
ス
協
会

※
詳
細
は
岩
出
市
社
交
ダ
ン
ス

協
会　

井
内
ま
で

　
℡
０
８
０

３
７
７
７

７
１
０
８

ス
ポ
ー
ツ

早期割引セール !
なんと! 　　　　　より
多数取揃えています。（数量限定）

6,800えん

その他各種ブランドランドセル
取揃っております。

○モデルロイヤル
○ラブピ
○ワンパ
○キャンディポップ
○クレージュ×キティ
○シナモン
○ミニーマウス
○プーマ

本誌「広報いわで」をご持参の方へ

本日よりランドセルお買い上げの
方に限り12月25日まで有効

但し、10,000円以上お買い上げの方に限ります。
他のサービス券との併用は出来ません。

クーポン券
1,000えん引券赤札より

さらに

（ ）

岩出市中迫147番地

New Machie
長方形
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第
４
回 

岩
出
市

市
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

開
催
の
お
知
ら
せ

○
主
催

　

岩
出
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

○
開
催
日
時

　

11
月
15
日
㈰ 

9
時
30
分

○
会
場　

岩
出
市
立
体
育
館

○
種
目

　

9
人
制
の
部
（
男
女
混
成
）

　

6
人
制
の
部
（
男
子
、
女
子
）

※
6
人
制
の
男
子
に
女
子
も
出

場
可

○
参
加
資
格

岩
出
市
内
に
在
住
、
勤
務
し
て

い
る
小
学
生
以
上
で
構
成
さ
れ

た
チ
ー
ム
。
た
だ
し
、
小
学
生

は
ス
ポ
少
団
員
に
限
る
。ま
た
、

事
業
所
は
事
業
所
単
位
と
す

る
。

○
参
加
料

　

1
チ
ー
ム
に
つ
き
１
，
５
０
０
円

○
申
込
先

　

岩
出
市
荊
本
63

2

　

総
合
体
育
館
内
ス
ポ
ー
ツ

　

健
康
係

　

℡
62

０
３
７
０

○
申
込
期
日

　

平
成
21
年
11
月
8
日
㈰

○
問
合
せ
先

•
岩
出
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

　

事
務
局　

原
田

　

℡
61

３
２
４
８

•
総
合
体
育
館
内
ス
ポ
ー
ツ

　

健
康
係

大
会
結
果

第
２
回 

和
歌
山
市

シ
ン
グ
ル
ス
ペ
タ
ン
ク
大
会

○
期
日

　

平
成
21
年
８
月
23
日
㈰

○
場
所

　

和
歌
山
城
砂
の
丸
広
場

▽
女
子
の
部
（
参
加
53
名
）

優
勝　

上
野
滿
智
子

▽
男
子
の
部
（
参
加
72
名
）

Ｃ
組
１
位　

浜
野
幸
雄

　
　
　

※
岩
出
市
ペ
タ
ン
ク
協
会

第
27
回 

和
歌
山
県
小
・
中
学
生

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

○
期
日

　

平
成
21
年
8
月
23
日
㈰

○
場
所

　

県
立
橋
本
体
育
館

○
結
果

▽
中
学
生
男
子
の
部

シ
ン
グ
ル

３
位　

福
岡
祥
平

ダ
ブ
ル
ス

２
位　

福
岡
祥
平
・
岡
村
拓
路

３
位　

森
下
潤
也
・
藤
川
勇
佑

　
　
　

汐
田
裕
輝
・
畑
山
郁
也

▽
中
学
生
女
子
の
部

ダ
ブ
ル
ス

２
位　

榎
本
美
晴
・
尾
方
里
美

３
位　

茶
谷
麻
彩
・
玉
井
沙
也
加

▽
小
学
生
５
年
生
女
子
の
部

シ
ン
グ
ル

３
位　

長
田
実
咲

ダ
ブ
ル
ス

２
位　

川
嶋
友
維
・
長
田
実
咲

※
岩
出
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

北
海
道
・
札
幌
２
０
０
９

　
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
は
、
60

歳
以
上
の
高
齢
者
を
中
心
と
す
る

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
福
祉
の
総
合

的
な
祭
典
で
す
。
今
年
は
北
海
道

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

岩
出
市
か
ら
は
、
次
の
方
々
が

そ
れ
ぞ
れ
の
種
目
に
出
場
さ
れ
ま

し
た
。

◯
将
棋
（
個
人
戦
）

　

四
季
の
み
ち
ブ
ロ
ッ
ク
優
勝

　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
本
貞
夫

◯
ペ
タ
ン
ク

　

チ
ー
ム
名　

岩
出
さ
く
ら

（
辻
内
曙
・
藪
下
進
・
上
野
滿

智
子
・
鈴
木
勇
三
）

　

チ
ー
ム
名　

侍
・
イ
ワ
デ

（
藤
田
妙
子
・

覀 川
勝
美
・
津

田
利
白
）

　

※
岩
出
市
ペ
タ
ン
ク
協
会

◯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
訓
士

※
岩
出
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

協
会

相　

談

行
政
相
談

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦

情
、
行
政
の
仕
組
み
や
手
続
き
、

行
政
機
関
が
不
明
で
ど
こ
で
何
を

相
談
し
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い
等

ど
ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。

◯
日
時

　

11
月
18
日
㈬

　
　

午
後
１
時
〜
４
時

◯
場
所

　

上
岩
出
地
区
公
民
館

◯
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室
市
民
ふ
れ
あ
い
係

　

℡
62

２
１
４
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
１
８
）

人
権
相
談

　

女
性
や
子
ど
も
、
高
齢
者
に
関

す
る
人
権
相
談
を
は
じ
め
、
差
別

的
取
扱
い
、
暴
行
・
虐
待
、
い
じ

め
、い
や
が
ら
せ
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー

侵
害
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
侵
害

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◯
日
時

　

11
月
10
日
㈫

　
　

午
後
１
時
〜
４
時

◯
場
所

　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

◯
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
人
権
啓
発
係

　

℡
62

２
１
４
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
２
１
）

特
設
人
権
相
談
窓
口

　
　
　
　
　
　

を
開
設
！

◯
日
時

　

12
月
４
日
㈮
〜
10
日
㈭

　
　
　

10
時
か
ら
20
時

　
　
　
（
土
・
日
も
開
設
）

◯
場
所

㈶
和
歌
山
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

研
修
室

（
和
歌
山
市
手
平
２
丁
目
１

２

　

和
歌
山
ビ
ッ
グ
愛
２
階
）

◯
相
談
方
法

　

面
接
ま
た
は
電
話
相
談

　

℡
０
１
２
０

７
８
３

５
０
７

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

相
談
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

暮らしの情報
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暮らしの情報

募　

集

岩
出
市
職
員
採
用
試
験

の
お
知
ら
せ

◯
募
集
区
分

　
　

技　
　
　

師　

２
名

◯
受
付
期
間

　

11
月
４
日
㈬
か
ら

　

11
月
13
日
㈮
ま
で

　
（
平
日
９
時
〜
17
時
）

◯
試
験
日
・
場
所

　

一
次
試
験
（
筆
記
）

　
　

11
月
29
日
㈰

　
　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

二
次
試
験
（
面
接
）

試
験
日
及
び
試
験
場
所
は
、

後
日
通
知

◯
受
験
資
格

○
技
師
（
土
木
又
は
建
築
）

土
木
又
は
建
築
の
専
門
課
程

（
準
じ
る
課
程
を
含
む
）
を
修

了
し
た
方
又
は
平
成
22
年
３
月

修
了
見
込
み
の
方

㋐
大
学
卒
（
平
成
22
年
３
月
卒
業

見
込
含
）
の
方
で
昭
和
57
年
４

月
２
日
か
ら
昭
和
63
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

㋑
短
大
卒
（
平
成
22
年
３
月
卒
業

見
込
含
）
の
方
で
昭
和
59
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
２
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

㋒
高
校
卒
（
平
成
22
年
３
月
卒
業

見
込
含
）
の
方
で
昭
和
61
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
４
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

※
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規
定

す
る
欠
格
事
項
に
該
当
す
る
方

は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

◯
試
験
案
内
の
交
付

　

岩
出
市
役
所
総
務
課
に
お
い
て

交
付
い
た
し
ま
す
。

　

試
験
案
内
及
び
申
し
込
み
用
紙

は
、
岩
出
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

郵
送
で
請
求
す
る
場
合
は
、
応

募
す
る
区
分
を
必
ず
明
記
す
る
と

と
も
に
、
宛
名
（
返
送
先
）
を
記

載
し
た
返
信
用
定
形
封
筒
を
同
封

し
て
く
だ
さ
い
。

　

返
信
用
封
筒
に
は
必
ず
90
円
切

手
を
貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
定
形
外
封
筒
を
同
封
す
る
場
合

は
必
要
な
額
の
切
手
を
貼
っ
て
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。）

◯
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
役
所
総
務
課
人
事
係

　

℡
０
７
３
６

62

２
１
４
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
３
０
）

平
成
21
年
度

高
等
工
科
学
校

　
　
　

生
徒
募
集
案
内

　

防
衛
省
・
自
衛
隊
で
は
、
平
成

21
年
度
高
等
工
科
学
校
生
徒
の
募

集
を
行
い
ま
す
。

◎
高
等
工
科
学
校
生
徒

○
受
験
資
格

中
卒
（
見
込
含
）
15
歳
以
上
17

歳
未
満
の
男
子

○
受
付
期
間

平
成
21
年
11
月
１
日
〜
平
成
22

年
１
月
８
日

○
試
験
日

　

１
次
試
験　

１
月
23
日
㈯

○
合
格
発
表

　

１
次
試
験　

２
月
２
日
㈫

（
合
格
者
に
は
、
２
次
試
験
の

案
内
を
い
た
し
ま
す
。）

○
採
用
時
期

　

平
成
22
年
４
月
上
旬

◯
募
集
説
明
会

　

平
成
21
年
11
月
15
日
㈰

　

13
時
か
ら
15
時
の
間

　

随
時
受
付
（
予
約
不
要
）

◯
場
所

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
あ

い
あ
い
セ
ン
タ
ー
）
３
階
Ｂ
会

議
室

◯
問
い
合
わ
せ
先

募
集
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、
自

衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部
和

歌
山
募
集
案
内
所
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

℡
０
７
３

４
３
２

４
４
７
９

和
歌
山
県
植
物
公
園
緑
花
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

〔
住
所
〕
６
４
９

６
２
１
１　

岩
出
市
東
坂
本
６
７
２
〔
電
話
〕
６
２

４
０
２
９
〔
Ｆ
Ａ
Ｘ
〕
６
３

２
５
７
０

【
問
い
合
わ
せ
先
】
和
歌
山
県
植
物
公
園
緑
花
セ
ン
タ
ー

【花と緑の教室】・・・１３時３０分～１６時迄
１１月８日（日）と１５日（日）　「秋の原色押花の作り方」　※８日は花の押し方、１５日は作品の仕上げ
※参加条件：両日とも参加出来る方　　※現在、参加申し込み受付中！（定員は３２名まで先着順）
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
【気軽にちょこっと体験（11月のテーマ：花を飾る脇役づくり：木工）】・・・１３時３０分～１５時迄
１１月２１日（土）　※入園料と材料費（1,000円程度）必要
※現在、参加申込み受付中！（定員は２４名まで先着順）
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
【花・木等の作品の展示会】・・・時間：９時～１７時迄（※最終日は１６時３０分迄）
１０月３１日（土）～１１月２日（月）「第５５回盆栽展」　※一部即売あり
１１月　６日（金）～　８日（日）　「秋の小品盆栽展」　※一部即売あり
１１月　７日（土）～　８日（日）　「秋の山草展」　※一部即売あり
１１月　７日（土）～２３日（月）　「水彩画教室展」　※花の水彩画教室参加者の作品展示
１１月１４日（土）～１５日（日）　「第４２回寒らん展」　※一部即売あり
１１月２１日（土）～２９日（日）　「秋の原色押花教室展」　※秋の原色押花教室参加者の作品展示 
１１月２８日（土）～２９日（日）　「野生ラン展」　・　「寒らん遅咲き展」　※一部即売あり
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
【ブルースカイ・フェスティバル（～１１月３日迄）及び、秋の吹奏楽演奏会】

11月の休園日のお知らせ 4日（水）、10日（火）、17日（火）、24日（火）
※3日（火）は祝日の為開園し、翌日の4日（水）を振替休園日とします

 １１月　１日（日） 　どんぐり細工体験
　野草観察・草のいろは

 １１月　３日（火） 　ネイチャーゲーム体験
　岩出第２中学校吹奏楽部の演奏会〔午前・午後の２回〕　※１

 １１月２２日（日） 　那賀高等学校吹奏楽部の演奏会〔午前・午後の２回〕　※１
 ※詳細は事務所へお問い合わせください〔※１：雨天中止〕
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み
ん
な
の
た
め
の
デ
ザ
イ
ン

　

〜
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
〜

　

髪
を
洗
う
と
き
、
泡
立
ち
が
悪

い
と
思
っ
て
容
器
を
よ
く
見
た
ら

リ
ン
ス
と
間
違
え
て
い
た
と
い
う

経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

シ
ャ
ン
プ
ー
の
容
器
を
よ
く
見

る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
容
器
に
共
通

し
て
キ
ャ
ッ
プ
の
上
の
部
分
や
側

面
に
ギ
ザ
ギ
ザ
が
つ
い
て
い
ま

す
。
髪
を
洗
っ
て
い
る
と
き
は
、

誰
し
も
目
を
つ
ぶ
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
ギ
ザ
ギ
ザ
を
さ
わ
っ
た

だ
け
で
シ
ャ
ン
プ
ー
か
ど
う
か
確

か
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　
　

　

シ
ャ
ン
プ
ー
の
容
器
の
ギ
ザ
ギ

ザ
は
、
目
の
不
自
由
な
人
だ
け
の

も
の
で
は
な
く
、
障
害
の
あ
る
、

な
い
に
関
わ
ら
ず
、
誰
に
と
っ
て

も
便
利
な
デ
ザ
イ
ン
な
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
年
齢
や
性
別
、

身
体
や
言
葉
な
ど
の
壁
を
こ
え

て
、
は
じ
め
か
ら
す
べ
て
の
人
に

使
い
や
す
い
デ
ザ
イ
ン
を
「
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」
と
呼
ん
で

い
ま
す
。

　
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」

の
よ
う
に
、
障
害
の
あ
る
人
や
高

齢
者
の
人
な
ど
分
け
へ
だ
て
な

く
、
み
ん
な
が
使
い
や
す
い
よ
う

に
と
い
う
考
え
方
こ
そ
、
人
権
の

視
点
に
立
っ
た
、
み
ん
な
に
求
め

ら
れ
て
い
る
考
え
方
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

家
に
あ
る
シ
ャ
ン
プ
ー
の
容

器
、
一
度
確
か
め
て
み
て
く
だ
さ

い
ね
。

11
月
11
日
か
ら
12
月
10
日
は

「
人
権
を
考
え
る

　
　
　

強
調
月
間
」
で
す
。

― 

人
権
に
つ
い
て
一
緒
に

　
　

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

―

　

〜
月
間
の
趣
旨
〜

　

人
権
と
は
、
誰
も
が
生
ま
れ
な

が
ら
に
し
て
持
っ
て
い
る
、
人
間

が
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め

に
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
権
利
で

あ
り
、
人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り

は
、
最
も
根
本
的
な
課
題
で
す
。

　

誰
に
と
っ
て
も
住
み
よ
い
ふ
る

さ
と
を
築
く
た
め
に
は
、
一
人
ひ

と
り
が
人
権
の
主
体
者
と
し
て
、

自
ら
の
人
権
や
他
者
の
人
権
を
尊

重
し
、
さ
ら
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
人

権
問
題
を
自
分
の
課
題
と
し
て
捉

え
、
そ
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い

く
と
い
う
姿
勢
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
「
人
権
を
考
え
る
強
調
月
間
」

で
は
、
和
歌
山
県
に
お
け
る
人
権

行
政
の
規
範
で
あ
る
「
和
歌
山
県

人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り
条
例
」

の
精
神
に
の
っ
と
り
、
同
和
問
題

を
は
じ
め
、
女
性
、
子
ど
も
、
高

齢
者
、
障
害
者
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
、

外
国
人
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
等
、
刑

を
終
え
て
出
所
し
た
人
な
ど
す
べ

て
の
人
の
人
権
の
尊
重
に
向
け

て
、
関
係
機
関
・
団
体
等
の
連
携
・

協
力
の
も
と
、
総
合
的
な
人
権
啓

発
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

11
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
は

「
同
和
運
動
推
進
月
間
」で
す
。

　

〜
月
間
の
趣
旨
〜

　

同
和
問
題
の
解
決
は
、
す
べ
て

の
人
々
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
明

る
く
住
み
よ
い
ふ
る
さ
と
を
築
く

た
め
に
最
も
重
要
か
つ
基
本
的
な

課
題
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
、
問
題

解
決
の
た
め
の
取
組
が
営
々
と
行

わ
れ
、
一
定
の
成
果
を
あ
げ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、残
念
な
が
ら
、

同
和
問
題
は
完
全
に
解
決
し
た
と

は
言
え
ず
、
今
な
お
差
別
に
苦
し

む
人
々
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
実
態
を
踏
ま
え
、

一
日
も
早
い
同
和
問
題
の
解
決
を

め
ざ
す
た
め
に
、「
人
権
を
考
え

る
強
調
月
間
」
に
よ
る
取
組
と
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
り
効
果
的
な
啓

発
活
動
を
さ
ら
に
推
進
し
、
差
別

が
あ
る
限
り
そ
の
解
決
に
向
け
た

取
組
を
続
け
る
と
い
う
決
意
の
も

と
、
同
和
運
動
推
進
月
間
に
関
係

機
関
・
団
体
等
と
の
連
携
を
密
に

し
、
協
力
を
求
め
な
が
ら
、
集
中

的
に
各
種
啓
発
活
動
を
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

第
27
回

「
人
権
の
花
運
動
」
の

　
　

審
査
結
果
に
つ
い
て

　

和
歌
山
地
方
法
務
局
と
和
歌
山

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

人
権
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、

県
内
の
小
学
校
を
対
象
に
毎
年

「
人
権
の
花
運
動
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
県
下
86
校
か
ら
の
応
募

が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
市
内
で

の
入
賞
校
が
次
の
と
お
り
決
定
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

優
秀
賞　

上
岩
出
小
学
校

奨
励
賞　

山
崎
小
学
校

　
　
　
　

山
崎
北
小
学
校

　
　
　
　

根
来
小
学
校

　
　
　
　

中
央
小
学
校

シャンプー リンス

一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る

　
　
　
　
　

 

社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て

優秀賞を受賞した上岩出小学校園芸委員会の皆さん

岩出市イメージキャラクター

そうへぃちゃん人権はあなたとわたしの命です
福祉課 人権啓発係　℡62-2141（内線 321）

落書きは消せても、
傷ついた心の傷は消せないよ
大阪府と和歌山県の府県境周辺のハイキングコー
スで、平成14年から連続して差別落書きが発生し
ています。
落書きは、犯罪です。人の心を傷つける落書きは
絶対にやめてね。人の心を傷つける落書きを発見
した場合は、下記までご連絡ください。
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差
別
を
な
く
す
人
権
作
文
入
選
作
品

佳　作
お

父

さ

ん
岩
出
小
学
校　

５
年　

西に
し
の野　

友ゆ

り梨　

（
学
年
は
入
選
当
時
の
学
年
で
す
。）　 8/11

回

ん
か
ら
、「
学
校
に
は
ち
ゃ
ん

と
行
き
な
さ
い
。」
と
言
わ
れ
、

が
ん
ば
っ
て
行
く
と
約
束
し
ま

し
た
。
お
父
さ
ん
の
方
が
も
っ

と
つ
ら
く
て
が
ん
ば
っ
て
い
る

と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

私
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
お
姉

ち
ゃ
ん
は
、
何
か
お
父
さ
ん
に

し
て
あ
げ
れ
る
こ
と
は
な
い
か

と
考
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
千

羽
づ
る
を
折
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
私
は
は
じ
め
つ
る
を
折
る

こ
と
な
ん
か
か
ん
た
ん
だ
と
思

い
ま
し
た
。
で
も
実
際
に
折
っ

て
み
る
と
何
日
も
か
か
り
千
羽

づ
る
を
折
る
の
は
大
変
だ
な
と

思
い
ま
し
た
。
三
人
で
、
お
父

さ
ん
が
早
く
よ
く
な
る
よ
う
に

願
い
を
こ
め
て
一
生
け
ん
命
折

り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
の
う
ち
お
父
さ
ん
は
、

車
イ
ス
に
の
っ
て
い
ま
し
た
。

私
は
車
い
す
を
お
し
て
あ
げ
ま

し
た
。
重
か
っ
た
で
す
。
私
も

車
い
す
に
の
っ
て
み
ま
し
た
。

は
じ
め
て
の
っ
た
車
い
す
は
、

す
ご
く
の
り
に
く
い
し
、
動
か

し
に
く
か
っ
た
で
す
。
体
の
悪

い
お
父
さ
ん
が
動
か
す
の
は
、

大
変
だ
と
思
い
ま
し
た
。
で
も
、

車
い
す
に
の
る
と
、
自
分
で
行

き
た
い
所
に
行
け
る
の
で
、
お

父
さ
ん
は
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

　

お
父
さ
ん
が
入
院
し
て
四
日

め
ぐ
ら
い
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
が
始

ま
り
ま
し
た
。
言
葉
の
リ
ハ
ビ

リ
や
手
足
の
リ
ハ
ビ
リ
で
す
。

リ
ハ
ビ
リ
の
時
間
以
外
の
時
で

も
、
お
父
さ
ん
は
手
や
足
を
動

か
し
て
自
分
で
リ
ハ
ビ
リ
し
て

い
ま
し
た
。
同
じ
病
気
の
他
の

人
よ
り
も
お
父
さ
ん
は
回
復
が

早
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

一
カ
月
ぐ
ら
い
た
つ
と
お
父

さ
ん
は
外
泊
で
週
末
は
家
に
帰

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
家

で
は
お
父
さ
ん
が
歩
き
や
す
い

よ
う
に
ゆ
か
に
物
を
あ
ま
り
置

か
な
い
よ
う
に
し
た
り
、
和
式

ト
イ
レ
を
洋
式
ト
イ
レ
に
変
え

た
り
し
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
の

体
が
不
自
由
に
な
っ
て
は
じ
め

て
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に
気
づ
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
階
だ
ん

や
だ
ん
差
の
あ
る
所
は
歩
く
の

が
大
変
で
す
。
通
路
も
広
い
方

が
よ
い
そ
う
で
す
。
手
す
り
が

あ
る
と
た
す
か
り
ま
す
。
で
こ

ぼ
こ
し
て
い
る
道
は
、
歩
き
に

く
い
そ
う
で
す
。
お
父
さ
ん
が

元
気
な
こ
ろ
は
、
そ
ん
な
こ
と

を
考
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

そ
の
後
、
お
父
さ
ん
は
リ
ハ

ビ
リ
せ
ん
門
の
病
院
に
う
つ
っ

て
、
も
っ
と
も
っ
と
リ
ハ
ビ
リ

を
が
ん
ば
り
ま
し
た
。
お
父
さ

ん
に
会
い
に
行
っ
て
も
、
い
つ

も
リ
ハ
ビ
リ
し
て
い
た
の
で
本

当
に
す
ご
く
が
ん
ば
っ
て
い
る

な
と
思
い
ま
し
た
。
お
母
さ
ん

か
ら
聞
い
た
の
で
す
が
、
お
姉

ち
ゃ
ん
と
私
の
た
め
に
早
く
よ

く
な
ろ
う
と
必
死
で
が
ん
ば
っ

た
の
だ
そ
う
で
す
。
本
当
な
ら

お
医
者
さ
ん
か
ら
は
、
ず
っ
と

ね
た
き
り
か
、
車
い
す
の
生
活

と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
お

父
さ
ん
は
歩
け
る
よ
う
に
な

り
、
車
の
運
転
も
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
今
は
仕
事
に

も
行
っ
て
い
ま
す
。
仕
事
が
休

み
の
日
に
は
、
散
歩
に
行
っ
た

り
自
転
車
に
の
っ
て
出
か
け
、

リ
ハ
ビ
リ
し
て
い
ま
す
。
と
き

ど
き
私
も
い
っ
し
ょ
に
行
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
お
父
さ
ん
が

こ
こ
ま
で
よ
く
な
っ
て
く
れ

て
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

　

お
父
さ
ん
は
、
こ
う
い
し
ょ

う
で
右
の
手
足
に
し
び
れ
が

残
っ
て
い
た
り
、
お
し
ゃ
べ
り

も
ゆ
っ
く
り
で
す
。
前
よ
り

ち
ょ
っ
ぴ
り
お
こ
り
ん
ぼ
う
に

な
り
ま
し
た
。
私
も
悪
い
の
で

す
が
、
よ
く
お
こ
ら
れ
ま
す
。

で
も
、
家
族
の
た
め
に
、
自
分

の
た
め
に
い
つ
も
が
ん
ば
っ
て

い
る
お
父
さ
ん
が
大
好
き
で
す
。

私
は
お
父
さ
ん
が
そ
ん
な
に
悪

い
病
気
と
は
ぜ
ん
ぜ
ん
思
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
病
院
か
ら

帰
ろ
う
と
す
る
と
、
お
母
さ
ん

が｢
今
日
か
ら
病
院
で
お
父
さ

ん
に
つ
く
。｣
と
言
い
ま
し
た
。

　

家
に
帰
っ
て
か
ら
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
に
、「
お
父
さ
ん
は
何

と
い
う
病
気
な
の
。」
と
聞
く

と
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
、「
お

父
さ
ん
は
の
う
こ
う
そ
く
に

な
っ
た
ん
だ
よ
。」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
私
は
、
の
う
こ
う
そ

く
と
い
う
病
気
は
そ
ん
な
に
ひ

ど
い
病
気
な
の
か
な
と
思
い
ま

し
た
。

　

お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
は
病

院
に
行
っ
た
ま
ま
ず
っ
と
帰
っ

て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
、

い
つ
帰
っ
て
く
る
の
か
と
毎
日

毎
日
待
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は

心
配
に
な
っ
て
、
学
校
を
休
ん

で
病
院
で
い
っ
し
ょ
に
い
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
で
も
お
母
さ

　

私
が
四
年
生
の
時
の
五
月
、

お
父
さ
ん
が
入
院
し
ま
し
た
。

そ
の
日
の
朝
、
お
父
さ
ん
は
元

気
で
し
た
。
私
が
学
校
へ
行
っ

て
か
ら
、
具
合
が
悪
く
な
っ
た

そ
う
で
す
。学
校
か
ら
帰
る
と
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
か
ら
お
父
さ
ん

が
入
院
し
た
と
聞
き
ま
し
た
。

私
は
、
何
が
何
だ
か
わ
か
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
私
は
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
、
お
姉
ち
ゃ
ん
と
病
院
へ
行

き
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
が
ね
て

い
た
部
屋
は
ピ
ッ
ピ
ッ
ピ
ッ
と

へ
ん
な
音
が
ず
っ
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
私
は
わ
け
が
わ
か
ら

な
い
ま
ま
立
っ
て
い
る
と
す
ご

く
あ
せ
が
出
て
き
ま
し
た
。
お

父
さ
ん
は
、
体
が
ほ
と
ん
ど
動

け
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
何

か
言
お
う
と
し
て
い
た
け
ど
、

ろ
れ
つ
が
ま
わ
っ
て
い
な
か
っ

た
の
で
何
を
言
っ
て
い
る
の
か

わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。で
も
、
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木造住宅耐震事業のお知らせ
地震被害の備えとして、昭和56年５月31日以前に建築された木造住宅に対し、次のような補助制度があります。
是非わが家の耐震性を確認し、家屋の耐震化を図りましょう。詳しくは下記までお問い合わせください。

▲新潟県中越沖地震
問い合わせ先　岩出市役所 都市計画課　 ℡62-2141（内線223～225）

１．耐震診断／個人負担はありません。（無料・年間60件限定）
２．耐震補強設計／耐震補強設計費の⅔の額（13万2千円限度・年間5件限定）を補助します。
３．耐震補強設計審査／個人負担はありません。（無料・年間５件限定）
４．耐震改修／改修工事費の⅔（60万円限度・年間5件限定）を補助します。
　  ※平成23年3月31日までは、改修工事費の11.5%（60万円限度）を上乗せ補助します。

岩出警察署からのお知らせ
岩出警察署　℡0736-63-0110

夕暮れ時の事故が多くなります。
これからの季節、日没が早く、黒っぽい服装の人が多くなるため、夕暮れ時の交通事故が多くなります。

　　　　●ドライバーの皆さん！早めのライト点灯をお願します。
　　　　●歩行者の皆さん！明るい服装と反射材の使用をお願いします。
岩出市内では、国道24号線と粉河加太線の間の住宅地内道路で、交通事故が多発しています。

　　　　●確実な一時停止と安全確認をお願いします。

飲酒の機会が増える年末
飲酒運転の行政処分が厳しくなっています。（平成21年６月１日施行）

みんなで追放飲酒運転!!

｢秋の根来ウォーク｣開催のお知らせ
主　催：岩出まちづくり協議会　　　後　援：岩出市観光協会

戦国時代を生き延びた重要文化財や国宝の建物が秋の空に映え
る紅葉の里 根来寺を、語り部とともに散策しませんか。

問い合わせ先：岩出市観光協会　℡62-7101

日時・集合場所 平成21年11月14日 ㈯
午前10時 JR岩出駅集合　※雨天決行

予定コース JR岩出駅（出発10時30分）→藤崎井用水→小田井用水→上岩出神社（白山神社）
→県緑花センター散策（昼食）→根来寺散策（語り部による解説）→根来地区→
五智房→荒田神社→ＪＲ岩出駅（解散15時30分）　※休憩は適宜行います。

参加方法・参加費用 事前の申し込みは不要です。当日、集合場所へお集まりください。
また、参加費は無料です。ただし、根来寺拝観料（500円）・緑花センター入園
料（200円）が別途必要となります。
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本や行事についてのお問い合わせは電話でどうぞ！

岩出図書館（根来1472番地の1）
TEL 62-7222　FAX 62-7150

印は休館日です。☆本はおひとり５冊まで２週間借りることができます。
☆視聴覚資料はおひとり３点まで１週間借りられます。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30

中央公民館図書室・上岩出地区公民館図書室岩出図書館・駅前ライブラリー・総合保健福祉センター図書室

11月のカレンダー

休館中の本の返却は、図書館正門右の返却ポスト、または駅前ライブラリーの返却ポストをご利用ください。
ただし、DVD・ビデオ・CDなどの視聴覚資料、紙芝居など、破損の恐れのある資料は開館時に直接カウンターにお
返しください。

　　　　　開館時間：岩出図書館　10:00 ～ 19:00
　　　　　　　　　　岩出図書館を除く分館・分室：10:00 ～ 18:30

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30

図書館へ行こう！
印は岩出図書館休館日のため、閲覧のみとなります。

場 所 岩出図書館  おはなし室

1日•8日
「おはなしドロップス

」

29日 英語でおはなし会

15日•22日
「おはなしのとびら」

おはなし会

13時30分～

11月の
毎週日曜日に

、

　　おはなし
会開催!!





〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

日時 11月14日㊏　14:00～
場所 総合保健福祉センター図書室 

おはなし室

11月１日（日）
　13：30～　おはなし会（おはなしドロップス）
11月３日（祝）
　10：30～　DVD上映会「おくりびと」
　14：00～　DVD上映会「おくりびと」
11月７日（土）
　14：00～　講演会「ワタシは一体ナニジンなんだろう」
　　　　　　　（事前申込要）
　　　　　　　講師：ピーター・フランクルさん
11月８日（日）
　10：30～　アニメ上映会（子ども向け）
　13：30～　おはなし会（おはなしドロップス）
　14：00～　わくわく親子図書館ツアー（事前申込要）
　　　　　　　対象：小学生

読書週間中は、展示コーナーで複製画展を開催!!

読書週間イベントのお知らせ

　図書館に入館する際は、バッグ・袋物など荷物類、そのほか読書・
調査研究に不必要なものは館内に持ち込むことができませんので、
図書館備え付けのロッカーに入れて各自管理をしてください。
　ノート・筆記用具は持ち込みが可能です。

料理名 アジとごぼうの大葉焼き
【材料】（４人分）

玉ねぎ‥‥‥‥‥‥1/4個
ごぼう‥‥‥‥‥‥1/3本
しょうが‥‥‥‥‥ １片
アジ‥‥‥‥ 4尾（400g）
大葉‥‥‥‥‥‥‥‥ 8枚
サラダ油‥‥‥ 大さじ１
レモン‥‥‥‥‥‥ 適量
トマト‥‥‥‥‥‥ 適量
 
Ａ
  塩 ‥‥‥‥‥小さじ1/4
  こしょう ‥‥‥‥ 少々
  醤油 ‥‥‥‥大さじ1/2
  カレー粉 ‥‥‥小さじ1
  スキムミルク ‥大さじ4

【作り方】

①　玉ねぎはみじん切り、ごぼうはささがき（水に放

してあく抜き）、しょうがはすりおろしておく。

②　アジはぜいごを取ってから３枚におろし、皮を

はいで骨を抜き、包丁で細かく叩くように切っ

て、粘りが出るようにミンチ状にする。

③　②に①とＡを合わせ、粘りが出るようによく混

ぜ合わせたら８等分にして丸め片面に大葉をつ

ける。

④　フライパンにサラダ油を熱し、③をのせて両面

を焼き、皿に盛りレモンと、くし形に切ったト

マトを添える。

米米やや
地域地域のの食材食材
をを使使ったった
料理料理

岩出市生活研究グループ協議会
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市の人口と世帯（平成 21年 9月末日現在）　総人口 52,529 人　男 25,400 人　女 27,129 人　世帯数 20,232

安らぎは
　　ここにあります。

根来公園墓地

11/15
㊐   現地見学会
お申込み受付け

市内小学生の絵画展同時開催
日　時 平成21年11月15日㈰

午前8時30分から午後4時
場　所 岩出市根来  根来公園墓地（緑花センター西隣）

詳　細 公園墓地現地見学会・使用申し込み受け付け
お申込みを検討されている方は認めの印鑑と身分証明書を持ってお越しください。
お申し込みには住民票（記載事項に省略のないもの）が必要ですが、委任状をいた
だければ当方で代理申請いたします。（手数料200円をお預かりします。）
ご使用申し込みにあたっては、岩出市または旧打田町の区域に１年以上継続して住
所または本籍をおいている方に限ります。

小学生の絵画展示
市内小学校の協力を得て、トンネル内とあずまや棟に絵画を掲示します。

問い合わせ先　　都市計画課　℡0736-62-2141（内線223～225）


